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例 口

1. 本書は福島県相馬郡小高町大字浦尻字北原、滝ヶ迫他に所在する北原貝塚遺跡群の発掘調査報告

書である。

2. 報告する調査は、 浦尻字滝ヶ迫41 ~ 45番地点（第1地点）と 浦尻字北原42- 1番地点（第2

地点）で小高町教育委員会が実施したものである。 いずれも発掘調蓋については、 小高町単独事業

として実施した。

3. 浦尻字滝ヶ迫41.._ 45番地（第1地点）の調査の調査は、 貝層が自然崩壊していることから、 現

状の記録保存を目的とし、 平成10年に実施したものである。

4. 浦尻字北原字42 - ]番地（第2地点）の調査は、 個人住宅建設に伴うもので、 平成13年に実

施したものである。

5. 整理調査は平成10年～平成16年まで、 断続的に実施した。 平成14年度は、 福島県緊急雇用創

出基金対象事業として、一般整理作業を株式会社日建に委託した。

6. 第1地点、 第2地点の発掘調査ならびに整理調査は、 川田強（小高町教育委員会）が担当した。

動物遺存体については、 植月学氏（東京芸術大学）、 樋泉岳二氏（早稲田大学）に指導をいただき

調査参加者が分類を行った後、 両氏に同定、分析していただいた。 その他の調査参加者は以下の

とおりである。

平成10年度発掘調査（第1地点）

一般作業：濱須新一 （現福島県立双葉南小学校）・小高町シルバ ー 人材センタ ー委託

平成13年度発掘調査（第2地点）

調査員：佐川久（小高町教育委員会） 、

一般作業：松本経子・渡部定子（小高町教育委員会）

平成14年度整理調査

整理作業：株式会社日建委託

平成13,~ 15年度整理調査

調査員：佐川久（前出）、 整理作業：松本経子・渡部定子（前出）

事務局：佐藤政宜・阿部貞康・武内英敏・松本実・斎藤トシイ

7. 本書の編集は川田強が担当した。 執筆は、 第4章を植月学氏、 樋泉岳二氏が行い、 その他を川田

強が行った。 現地測量及び図面作成・写真撮影は各調査参加者が行い、 遺物の写真撮影は、 人工遺

物を川田強が、 動物遺存体を植月学氏が行った。

8. 調査および報告書作成にあたり、 下記の方々にご協力いただいた。 記して感謝の意を示したい。

（敬称略•五十音順）

猪狩みち子、 石田典子、 大平好一 、 大平理恵、 岡田康弘、 岡村道雄、 小川卓也、 黒住耐二、

小林雄 一、 佐藤耕三、 嶋村一志、 鈴鹿良一、 高橋満、 玉川 一郎、 中島広顕、 長島雄一、 西本豊弘

藤沼邦彦、 保阪太一、 堀江格、 松嶋直実、 松本茂、 森幸彦、山崎京美、 山崎充浩、 山田昌久、

山谷文人、 吉田秀享、 吉田陽一
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凡 例

1. 本書で掲載した挿図の縮尺は各挿固に記した。

2. 遺構等の平面図のト ー ンによる表現は各図にその内容を記した。

3. 図示した人工遺物については観察表にその内容を記してある。

4. 遺物実測図の表現は次のとおりである。

繊維土器：断面 i璽璽璽眉

5. 人工遺物写真の縮尺は不同である。

6. 人工遺物写真の番号は挿図番号に対応している。

7. 動物遺存体の写真の説明ならびに縮尺は各図版に記してある。
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第1章 概 要

第1章 概

第1節 調査にいたる経緯

要

今回報告する北原貝塚遺跡群の調査は、 次の2地点である。

•第1地点浦尻字滝ヶ迫41 ~ 45番地点

•第2地点浦尻字北原42- 1番地点

第1地点の調査は、 昭和55年の道路工事の際、 貝層が露出したものが、 その後の自然崩壊が甚だ

しくなっていたことにより、 現状の記録保存 を目的として 実施したものである。 現地調査は、 平成10

年11月25日～12月10日（実日数11日）に実施した。 調査面積は46面である。

第2地点の調査は、 個人住宅建設に伴い 、 平成13年9月7日に試掘調査を実施したところ、 縄文

時代と考えられる遺構を検出し 、 協議の結果、 上法による対応等が困難であること から、 記録保存0)

ための発掘調査を実施すること としたものである。 現地調査は、 平成13年9月14日～19日（実日

数4日間） まで実施した。 調査面積は112m'である。

第2節 遺跡の位置と環境

北原貝塚遺跡群が所在する相馬郡小高町は福島県浜通り地方のほぽ中央、相馬郡の南端に位置する。

小高町の地形は双葉断層を境にして大別でき、 西に阿武隈山地、 東に相双丘陵及び段丘が樹枝状に存

在する。 このうちの東部分の地形は小高川・宮田川等小河川によ

り 形成された沖積地、 海成・河成段丘、 それ を取り巻く丘陵地と

大きく区分できる。 また、 町の北半部が小高川流域、 南半部が宮

田川流域にあたり 、宮田川河口には井田川浦とい う 東西約l.81un、

南北 約1kmという大き な潟湖の干拓地があり、 小高川河口には前

川浦とい う潟湖が現在も残っている。

丘陵地縁辺にある海成・河成段丘は第四紀の堆積物からなり、

6つ の段丘面が認められる。 このうち、 中位の第三段丘は小高川

両岸に特に発達しており、 平坦面が広いこと などから、 旧石器時

代以降の遺跡が多く確認されている。 北原貝塚遺跡群も、 この第

三段丘上に位置するが、 宮田川流域 では、 この段丘の分布が北原

貝塚遺跡群周辺に限られている。

北原貝塚遺跡群は、 現 海岸線から約200 m離れている。 また、

明治時代ま であった井田川浦の汀線は、 遺跡から北に約550mを

測る。 北原貝塚遺跡群が存在する段丘は北西方向に突き出した舌

状を呈している。 平坦面の幅は先端部で約50mあり、 遺跡南端

では幅約200mまで広 がる。 平坦面の標高は20 ~ 24 mを測る。

東側の谷は南に入り込み、 その付け根部分から堤状の段丘が海

岸線沿いに残存している。この段丘から北に浜堤 が約1.7k111伸び

ており 、 かつて はこの浜堤によって 、 井田川浦がせき止められ

ていた。
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図1 北原貝塚遺跡群位置図



第3節 周辺の遺跡

第1章 概 要

ここでは、 小高町内の縄文時代の遺跡を確認しておきたい。 小高町は多くの縄文時代遺跡が確認さ

れている（圏2)。 これらは竹島国基氏を中心として行われた精力的な分布調査が基礎資料となり、 埋

蔵文化財包蔵地として登録されたものが多数である。

全体的にみると、 早前期の土器を出土しているものが多い。 発掘調査された中では、 荻原遺跡では

縄文早期末の集落が確認されている（玉川1993 ·藤谷1995)n 

前期前半になると、 宮田貝塚·片草貝塚などの著名な貝塚が出現する。 これらは現海岸線より内陸

4 ~5kll1の位置にあり、 縄文海進に伴い形成されたものと考えられる。 他に、 前期前半段階では、 宮

田貝塚に隣接し加賀後貝塚、 そして本報告の北原貝塚遺跡群で貝塚が確認されている。

宮田貝塚では、 町史編さん事業に伴い学術調資が実施され、 前期の貝プロックが検出された（竹島

ほか1975)（注1)。 釣針未製品やヤスが出士したことも注目される。 また、 この調査でいわゆる「宮

田田群土器」が確認され、 土器の地域的な特徴に言及されたことは、 その後の前期土器研究に大きな

影響を与えたc

また加賀後貝塚では、 試掘調査によりイボキサゴを中心とする同段階の貝プロックが確認されてい

る （川田・山崎2001)。

前期末になると北原貝塚遺跡群と谷 を隔てて約300mの位置に浦尻貝塚が形成されるようになる。

この浦尻貝塚は、 福島大学考古学研究会による学術調査が行われている他（日下部他1971)、 小高町

教育委員会により平成12年度に試掘調査が、平成13年度から4ヵ年計画の保存目的の範囲確認調査

が実施されている（）1|田2001等）．

浦尻貝塚では、 現在のところ、 前期末から中期初頭を中心とした台ノ前北・台ノ前南・西向と名づ

けられた斜面貝層が確認されている。 この貝層はアサリを中心とし、 比較的規模が大きい。 また、 中

期後半、 後期前半まで形成されたことも確認した。 さらに貝層に伴い、 前期末～後期中葉の遺構が検

出されている。 これらとやや場所を異にする浦尻貝塚小迫地区では、 後期末～晩期中葉の遺構と晩期

中葉の貝層を検出している。

また、 北原貝塚遺跡群に隣接する海崖上にある磯坂遺跡では、 晩期後半の製塩土器が出士する遺物

包含層が確認されている（玉川1986)。 このように北原貝塚遺跡群周辺は、 1lun四方の範囲で通時的

に縄文遺跡が確認され、 各時期の貝塚が伴うという大きな特徴がある。

この他の調査としては、 角部内南台遺跡で、 前期中葉から中期中葉までの遺物が出土し、 中期中葉

と推定される貝層を確認した （玉川1988)。 また、 大富西畑遺跡では中期後半～末の集落の調査が実

施されている（吉田1991)。

第4節 遺跡の概要

北原貝塚遺跡群については、昭和46年に、竹島国基氏によって表面調査が実施された記録がある（竹

島1971)。 この時、 3箇所の貝層を確認しており、 それぞれ「北向貝塚」・「神ノ前貝塚」．「北原貝塚」

と名づけられた（図4参照）。

昭和55年には、 遺跡の西側斜面が道踏拡幅により削り取られ、 貝層が露出したとの記録がある（古

内1984)。 その露出した状況は、数年経てから、 考古学関係者に発見されたようである（吉野1989)。

この貝層は、 後に 「竜ヶ迫貝塚」｀ 「北原西貝塚」と名づけられたが、 現在は「北原西貝塚」に統一 し

て呼称している（注2)。
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＠＝貝塚が伴う遺跡
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表1 周辺の遺跡 一覧表

-J 

番号 遺跡名 種尻IJ 時期 調査歴 関連文献
1 中木戸遺跡 集落体・散布地 早期末～前期前半

2 荻原遺跡（南沢 ・ 集落跡・散布地 早期中葉～前期前半 l992、 93、 94年度一部発掘調査 「小高町史」、 「請戸）ii地区遺跡発掘調査報告II」、
川久保遺跡を含む） 「請戸）1|地区遺跡発掘調査報告m」 、 「荻原遺跡」

3 大穴遺跡 散布地 早期中葉～前期前半

4 板木沢遺跡 散布地 早期末～前期前半 1989年度試掘、 1993年度 「請戸）II地区遺跡発掘調査報告II」
一部発掘調査

5 大富西畑遺跡 集落跡・散布地 早期末・中期末～後 1989年度試掘、 1990、 92年度 「小高町史」 、 「請戸川地区遺跡発掘調査報告I」
期前半 一部発掘調査

6 犬塚A遺跡 散布地 早期末 「小晶町史」

7 犬塚B遺跡 散布地 早期中葉～前期前半 「小晶町史」

8 犬塚c 遺跡 散布地 早期末 「小晶町史」

， 元屋敷遺跡 集落跡 後期 「小尚町史」

10 片草貝塚 貝塚 前期前半 「小高町史」、 「福島県の貝塚」

11 東広畑A遺跡 集落跡 早期末

12 大井花輪遺跡 集落跡・散布地 早期後半～前期前半 「小高町史」

13 諏訪原遺跡 散布地 早期中葉

14 角部内南台遺跡 集落跡・貝塚 前期前半～中期 1986、 99年度一部発掘調査 「福島県の貝塚」 、 「角部内南台東貝塚」 、
•散布地 「小高町内埋蔵文化財調査報告I」

15 玉ノ木平A遺跡 散布地 早期

16 玉ノ木平 c 遺跡 散布地 早期

17 飯崎南原遺跡 散布地 早期末～中期

18 大田和広畑遺跡 集落跡・散布地 中期末～後期前半 2000年度試掘調査 「小晶町史」、 「小晶町内埋蔵文化財調査報告I」

19 栗成沢遺跡 散布地 早期後半～前期前半 1994年度一 部発掘調査

20 四ッ栗遺跡 集落跡・散布地 前期前半 1989年度試掘、 1990、 92年度 「請戸）II地区遺跡発掘調査報告I」
一部発掘調査

21 藤右衛門屋敷遺跡 散布地 早期末～前期前半 「小高町史」

22 長畑遺跡 散布地 早期末～前期前半 「小高町史J

23 宮田貝塚 貝塚・散布地 前期前半～中期 1973年度一部発掘調査 「小高町史」、 「宮田貝塚」、 「福島県の貝塚」

24 加賀後貝塚 貝塚・散布地 前期前半 1994、 99年度試掘調査 「小高町史」 、 「福島県の貝塚」、
「小高町内埋蔵文化財調査報告I」

25 浦尻貝塚 集落跡・貝塚 前期～晩期 2000年度試掘、 1970、 2001年度 「小高町史」、 「浦尻貝塚」、 「福島県の貝塚」
．散布地 ～ 一部発掘調査 「福島の研究1」 、 「小高町内埋蔵文化財調査報告I」

26 北原貝塚遺跡群 集落跡・貝塚 早期～前期、 中期 1999年度試掘、 1998、 2001年度 「小高町史」 、 「福島県の貝塚」 、 「福島の研究1」
．散布地 一部発掘調査 「小高町内埋蔵文化財調査報告I」

27 磯坂遺跡 散布地 後期・晩期後半 「福島の研究1」

渫
1

邸

類

涸



第1章 概 要

図3 周辺の遺跡 (S = 1 /1 CX:XX)) 

このように、 それぞれの貝塚（貝層）には個別の名称がつけられたが、 昭和59年に小高町教育委

員会が、 埋蔵文化財包蔵地台帳作成の際、 これらを「北原貝塚群」としてまとめ、 段丘平坦面も含め

て埋蔵文化財包蔵地に登録した（古内1984)。 これらの経過を踏まえ、 それぞれの貝層の名称は承継

することとし、 この4箇所の貝層が認められる遺跡の範囲を「北原貝塚遺跡群」と称している。

これまで本格的な調査はほとんどないが、 貝層露出部分（北原西貝塚）を中心に、 大小の表面調査

が行われたようであり、 数回にわたる資料報告がある（志賀1985•吉野1989•森1991) 。 土器とし

ては、 押型文土器、 鵜ヶ島台以降条痕文系土器、 花積下層、 大木1~5の縄文土器のほか、 土師器片

の出土が記録されている。

また、 これらの表面調査の他に、 近年開発に伴う試掘調査が実施されている。 平成10年には、 北

側の段丘下、 現水田面において、 ほ場整備に伴う試掘調査が実施されており、宮田III群～大木2 a式、

大木5式の土器が出土する青灰色砂層を確認した（図4遺物包含層確認トレンチ）。

平成11年には、 遺跡の北東縁において、 県道工事に伴う試掘調査が実施されたが、 遺構、 遺物包

含層は確認されなかった。 （川田2001)

本報告を作成するにあたり、 現状の貝層範囲を確認するため、 表面調査ならびに検土杖によるボ ー

- 8 -



第1章 概 要

疇＝本報告地点 ．． 塙＝貝層推定範囲ー＝遺物包含層確認トレンチ唸？ ＝遺構等未確認トレンチ

1 ＝第1地点 2＝第2地点 •----＝これまでの記録による貝層範囲

図4 北原貝塚調査状況図 (S = 1 / 3000) 

リング調査を実施した。 結果としては、 図4に示したように、 貝層範囲はこれまでの記録による貝層

範囲に比較し、 縮小した貝層推定範囲となった（注3)。 また、 北原貝塚では貝層が確認できなかっ

た。 しかし、 北向貝塚・神ノ前貝塚では明瞭な貝層の分布を確認し、 特に北向貝塚が最も保存状況が

良く、40 X 20 mの範囲で貝層が認められた。 北原西貝塚は本報告第1地点周辺だけで貝層が確認さ

れ、 大部分が既に破壊されている可能性が高い。

注1 :キサゴが多いと報告されているが、 周辺の調査状況から見て、 イボキサゴである可能性が高い。

注2 :「竜ヶ迫貝塚」という名称は字名に基づいたと思われるが、 現在の字名は「滝ヶ迫」である。

おそらくは地図上の誤植による誤りであるため、 「北原西貝塚」 が妥当な名称であると判断

している。

注3 :「これまでの記録による貝層範囲」は『福島県の貝塚』（森1991)に基づいて示した。

- 9 -



第2章 第 1 地 点

第2章 第 ー地 点

第 1節 調 査 方 法

ここで、 報告する第1地点は、 昭和55年の道路工事により露出した貝層部分（北原西貝塚）であ

る。 調査は崩落が激しい道路に面した約llmを対象に実施した。

始めに、 既に掘削された箇所に堆積している崩落土を、 人力ですべて除去した。 除去の際は、 崩落

土が貝層の二次堆積であることを鑑み、 できるかぎりの人工遺物ならびに貝類を除く自然遺物の採取

に努めた。

崩落土を除去したところ、 掘削部は道路から2.4 ~ 3.6 m東側まで広がっており、 予想以上に貝層

が掘削されていることが確認された。 崩落土は土嚢袋に詰め、 既掘削部に積み上げた。

また、 調査区東側に、 貝層断面が露出した。 貝層断面部は、 掘削部底曲から直角的に立ち上がって

おり、 今後の崩落の危険性があるとことから、 残存部分から約150cm東側の範囲について、 現状の記

録保存をすることとした。

貝層の調査は、 まず調査対象部分の表士を人力で掘り下げた。 貝層は表土下約40 ~ 60cm で全面的

に検出した。 検出後、 貝層の平面的な観察をしたが、 面的な細別層位の識別が困難であったため、 便

宜的に5 つの調査区に分けて調査を進めた。

調査区内で確認された貝層はすべて採取するものとした。 まず、 それぞれの調査区の北西角に60

x 60cmのコラムサンプルを6 箇所設定し、 それぞれ81~6 サンプルとした。 これらは機械的に厚

さ5cm ことに採取したが、 採取法の誤り等があり、 1区サンプル(8 1)以外は、 定量的なサンプル

とすることはできなかった。

また、最も状況の良い3区と4区の境の東西方向に、サンプリング用のセクションベルトを設定し、

肉眼観察により分けた層毎に資料を採取した。 このサンプルを東西サンプルとした。

その他は全てプロックサンプルで、 調査区の中で、 大別した層位または検出面からの深度を基にサ

ンプリングした。 これらの採取したサンプルは現地調査後すべて5mm • 2.5mm ・ lnunのフルイを重ねて

水洗選別した。

貝層除去後は、 貝層下の遺物包含層(III層）を掘り下げ、 ロー ム面で遺構の有無を確認した。 平面

図は貝層検出時と貝層除去後ロ ー ム面を検出した段階で作成した0

第2節 貝

1. 貝層検出状況

表土を除去した段階で全面にわたり、 イポキサゴ主体の貝層を確認した。 貝種は圧倒的にイボキサ

層（図5 · 6) 

ゴが多く、 貝種による層位区分ができなかった。 調査区南東から北西に向かって緩やかに傾斜してお

り、 調査区内の比高差は約120cmを測る。 貝層形成以前（貝層除去後） の地形も南東から北西に向

かって傾斜していることから、 その形状に沿って貝層が形成されていたものと考えられる。

2. 土 層

貝層除去後、 断面観察により層位を確認し 、 大別して 、 表土(I層）、 貝層(II層）、 貝層下遺物包

含層(m層）、 ロ ー ム層(W層）とした。

- 10 -



第2章 第 1 地 点

II 層とした貝層は土質ならびに貝の含有率、 分布域等からa~c層に大別した。 a層は 1 ・ 2 区（斜

面下位）に分布し、 C層の上位層にあたる。 黒色基調の土質を持ち、 C層に比較し、 貝の含有率がや

や低く、 土の締まりが無いため 、 削平・撹乱などの堆積後の影響が多いものと判断される。 斜面下位

に分布していることから、 検出範囲内の貝層では新しい段階に相当する。

b層は 4·5 区（斜面上位）に分布し、 C層の上位層にあたる。 暗褐色基調の士質をもち、 C層に

比較して貝の含有率がやや低い。 下部には ロー ムの二次堆積的な黄褐色土層 (Il b3層）があり、 堆

積状況も斜面の形状に沿わず、 くぽみ状を呈している。 これらの状況から、 C層堆積後、 くぽみが形

成され（人為的か自然に形成されたかは不明）、 黄褐色土の堆積とともに、 さらなる貝の廃棄があっ

たものと考えられる。

c層は、 3~5 区に分布する。 暗褐色基調の土質であり、 最も貝の含有率が高く、 プライマリ ー な

状況であると考えられる。 また、 総じて炭化粒の含有率が高い。 検出範囲内の貝層では古い段階に相

当すると考えられる。

a - C 層はさらに貝、 炭化粒、 ロー ム粒の含有量で細別した。 東西A~D 層は大別 Il c層を貝の含

有率によって細別したものであり、 東西 C 層は Il c3 層に対応する。 また、 II c4 層は調査中炭化物の

集中が顕著に認められたため、 別に遺物を取り上げた。 なお、1区サンプル(S 1)はa層に相当する。

m層とした貝層下遺物包含層は暗褐～黄褐色を基調とした貝をほとんど含まない層である。 上面か

ら遺物 ・ 獣骨が出土する。

IV層は、 地山となるロ ー ム層である。

3. 貝層の厚さ・面積・体積

貝層の厚さは10 ~ 55cm を測るが、 東側 AA' ラインでは総じて薄く、 西側では厚い。 また、 調査

区南東角にあたる5区は薄い。 よって、 AA' ライン及び5区は斜面貝層の根元（始まり）に当り、

北西に傾斜するに従い、 厚みを増していたものと考えられる。 このため、 本来斜面貝層下位の最も厚

さがあったと考えられる部分は調査前に壊されていた可能性が高い。

体積は「平均厚さ法」（鈴木ほか 1981) を参考に算出した。 算出方法は以下のとおりである。

① 50cm グリットを設定する。

② グリットの数を数える。（グリットの交点が 4 点を1、 3 点以下を 0.5 として数える。） ⇒ 39.5

③ グリットの数に 0.25面を乗じて面積を算出する。 ⇒ 39.5 X 0.25 = 9.875m

④ 平均の厚さを算出する。（グリットの交点の厚さを足し、 交点数で割る。）⇒ 32.8cm

⑤ 算出した面積と厚さを乗ずる。 ⇒ 9.875 X 0.328 = 3.239 rrf

水洗選別前のサンプルの体積、 土量は記録していないが、 洗浄後、5n皿メッシュのサンプルから選

別した貝の体積を量った。 このため算出した数量は、2.5nlD1、lnm1メッシュの貝が除かれることになり、

実態より低くなっている。

総貝体積は 0.945 tn3であり 、 算出した貝層体積中の全体での貝比率は 29％となる。（表 3 参照）

また、 東西サンプルの層毎の体積についても2OCl11グリットの平均厚さ法によって算出し 、 層毎の

貝比率を求めた。 東西サンプル全体では貝比率は 48％となり、比較的高い数値を示している。 現地で

の調査所見において、 東西サンプルの位置する 3·4 区ならびにJI C 層（東西サンプル相当層）は貝

比率が高いことが指摘されているので、 これを裏付けるデ ー タと考えられる。 また東西B·D層で貝

比率が高く、 東西C層の貝比率が下がることも調査所見と一致している。

- 11 -
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表2 第1地点土層説明

注記層名 整理後層名 土色 種別 粘性 締り ローム粒 0 ームプロック 小石 炭化物 混貝率
I I 灰褐色 土 弱 弱 微量
rr rra 1 黒色 混貝土 弱 弱 微醤 少昂 JO% 
n II a 2 黒色 混貝土 弱 弱 40% 
II Ila 3 黒色 土 弱 弱 微蜃 0% 
II Ila4 黒色 混土貝 中 中 微屈 80% 
II II a 5 暗褐色 土 弱 弱 少呈 少蜃 0% 
1I II b 1 暗褐色 混貝土 弱 弱 10% 
II Ilb2 暗褐色 混土貝 中 中 少嚢 少獄 50% 
n Ilb 3 黄褐色 混土貝 中 中 少塁 微塁 50% 

A(rr) Il c 1 (A) 暗褐色 混土貝 中 中 微量 微旦 50% 
B (II) TI c 2 (B) 暗褐色 混土貝 中 中 少量 微最 80% 
C(Il) II c 3 (C) 暗褐色 混土貝 中 中 少量 多且 50% 

II · 5.l]ス II c 4 暗褐色 混土貝 中 中 微星 極多塁 80% 
II II c 5 暗褐色 混貝土 弱 弱 微嚢 少扱 20% 
JI II c 6 暗褐色 混貝土 弱 弱 微嚢 微呈 40% 
rr II c 7 暗褐色 混土貝 中 中 微塁 極多量 50% 

D (II) Il c 8 (D) 暗褐色 混土貝 中 中 少蘇 微鼠 70% 
下2 III a 黄褐色 土 中 中 少醤 多絃
下2 Illb 暗褐色 土 中 中 微量 多星
下2 m c 暗褐色 土 中 中 少量 少鼠 微屈
下2 皿d 黄褐色土 混貝土 中 中 少蘇 少砿 5% 

IV 明黄褐色土 ± 中 中 少鼠 微呈

※混貝率は現地調査の際の肉眼観察によるもので、数藷デー タに基づくものではない 。

表3 貝層体積表

地区名 屈名 貝体栢(cm3) 土具体租 貝比率(cm3] 
1区 全 65, 655 
2区 全 143, 024 
3区 全 163, 955 
4区 全 191,862 
5区 全 ]67, 443 

A 23, 023 49,133 47:¥ 
B 25, 704 49,000 52% 

東西 C 25, 704 69, 300 37% 
D 16,965 23 400 72% 

合計 91,396 [90, 833 48% 
その他 122. 094 

合計 945,430 3, 239, 000 29% 
※東西A~Dサンプルの体積は20cmグリットの平均厚さ法で箕出

- 13 · 14 -



第2章 第 1 地 点

4. 貝層除去後の状況

貝層下はm層とした遺物包含層を確認し、 その上面より比較的多くの土器ならびに獣骨の出土が

あった。 皿層を除去したところ、 SKOl ~ 03 とした深さ 10 ~ 20cm のくぽみを確認した。 遺構の可

能性はあるが、 風倒木痕等の自然のくぽみの可能性が高い 。 また、 小土坑(p 1)も確認したが、 人

為的なものか判断できなかった。

5. 遺物の出土層名

遺物が出土した表記（注記）層名は次のように整理される。

- 5 ~30: 検出面からの 5cm 毎の深度を示す。

（例： ー 5 ＝検出面から 0 ~ 5cn 、 -20 = - 15 ~ 20cm) 

I] ：貝層上位層（層位的な区分に基づかず、 貝層検出面から概ね深度 15cm 以上）

Il下 1 :貝層下位層（層位的な区分に基づかず、 貝層検出面から概ね深度 15cm 以下）

II下2 : III層上面（貝層除去後出士した遺物）

m : m層（貝層下遺物包含層）

II ス ：III c 4層（炭化物集中層）

A~D ：東西サンプルA~D層

I : I （表土・崩落士）

第3節 出 土 土 器

1. 土 器 分 類

出土した土器は全て縄文土器である。 以下のように分類した。

I群土器：縄文時代早期

1類貝殻文系土器、 2類条痕文系土器

II群土器：縄文時代前期

1類文様をもつもの

2類文様を持たず、 主に地文の縄文のみのもの

a 種 単斜縄文。

b 1種 結束第1種の羽状縄文c

b 2 種 非結束の羽状縄文。

c 種 末端環付（ルー プ文）が施文されるもの。

d 種 組紐文。

e 種 異節斜縄文（前々段合撚）。 組紐文との識別が難しいが、 「ハ」字状にならないものを

本類とした（吉田 1995),,

f 種 その他。

2. 貝層 (II 層）出土土器（図 7 ~ 9)

1 ~ 80は貝層(II層）出土土器である。 Il群土器を中心とする。

II 群 1 類土器

1 ~ 8 · 79 が該当する。
1 は緩やかな波 状口縁を呈し、 波底部に山形の小突起をもつ。 器形は胴

- 15 -



第2章 第 1 地 点

部中位がくびれ、 やや内湾気味に外反する。 文様はヘラ状工具と思われる押し引き状の刺突で描か

れる。 口縁部に4条の刺突列があり、波頂部に2列の弧状の剌突列が伴う。 文様帯下部も2条の刺

突列で区画し、 文様帯中位に 3条の横位刺突列を施文した後、 その上下に山形の刺突列を施し、 全

（本として菱形構成となる。 地文は多段のル ー プ文である。

2は緩やか波状口縁を呈し、 口縁端に1条の刺突列、 波頂部に弧状の刺突列が施される。 3は2

と同 一 個体で、 文様帯下位には区画が無く、 地文は非結束の羽状縄文である。 2·3は、 I層出士の

104とも同 一個体と考えられる。

4は胴部中位の括れ部である。 摩滅が激しいが、 上位に横位の平行沈線、 下位に刺突列が施され

ている。 5は膨らみをもった胴部の中位がくびれ、 口縁は外反する。 胴部下位は先端二又の半戟竹

管による刺突列と幅広で浅い2条の沈線によるコンパス文的波状文が交互に施文される。 頸部に文

様帯があり、 半載竹管による山形文が施される。 山形文は大きな山形に小さな山形が組み合わさる

タイプである。

6は外反する口縁部で、 口縁外面ならびに口縁端の一部に刺突列（刻み）が施されている。 羽状

縄文の地文上に半戟竹管による山形文が 3帯認められ、 下位の2帯は連続して施されることにより

菱形構成をとる。 7は口縁に集合角状突起をもち、 口縁外面に刺突列が施される。 多段ル ー プ文と

斜縄文が鋸歯状に施文される。 6·7は関山式と関連付けられる。

8は、押し引き状の刺突により山形文等の文様が描かれるものである。 79は底部下端に2条の押

し引き状の剌突列が施される。 底面にも刺突列により4単位に区画された内部に弧状の刺突列が施

されている。

II群2類土器

a 種 単斜縄文である。 9~ 1'6 · 24 ~ 26 · 58が該当する。 9は山形状の突起が認められる。

b 1種 結束羽状縄文である。 27~ 31 · 38 - 52が該当する。 28は緩やかな波状口縁であり、

羽状縄文が斜位に施される。 30も山形状の口縁を呈する。

b 2種 非結束の羽状縄文である。 37 · 53 ~ 57 · 59 ~ 61、 75が該当する。 37は同 一 原体を

数段施文し、 羽状構成をとっている。

c 種 ル ー プ文が施されるものである。 17 ~ 23 · 32 ~ 36 · 80が該当する。 17~ 23は等間

隔長足ル ー プ文と考えられるが、 結束単斜縄文の可能性もある。 33 · 34 · 80は1指頭

幅の等間隔多段ル ー プ文である。 33はやや長足的であり、80は底面にも施される。 32は

2列の多段ル ー プ文と斜縄文が異間隔に施文されている。 35は下部に結束羽状縄文、上位

に等間隔長足ル ー プ文が施される。 36は羽状構成をとる長足ル ー プ文である。

d 種 組紐文である。 64 · 73 · 74が該当する。 64は緩やかな波状口縁を呈する。

e 種 異節斜縄文である。 65 ~ 72が該当する。 65は緩やかな波状口縁を呈する。

「 種 その他の前期土器である。 62は無文であるが、 繊維を含む。 外面はミガキが施される。

口縁はやや直立気味に立ち上がる。 63は単斜縄文であるが結節が認められる。 76は附

加条2種と考えられる。

I群2類土器

77 · 78が該当する。 77は口縁端と外面に刺突が施される。 茅山（素山）式相当と考えられる。

78は円形竹管文と沈線が施文されている。 鵜ヶ島台式である。

- 16 -
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第2章 第 1 地 点

3. 貝層最下層(II下2). m層出土土器（図10)

81 ~ 103は貝層を除去した後、 m 層上面～ m 層中から出土した土器である。

II群1類土器

81 ~ 83が該当する。 81は、内湾気味に立ち上がり口縁端は丸く整えられる。 口縁外面の上位を

半載竹管の押し引き文で区画し、 点状文様が 3列施される。 点状文様は、 貼付もあるが、 ヘ ラエ具

で削りだし、 摘み上げて作り出していることが観察できる。 文様帯下位は長足ル ー プ文を羽状（菱

形構成）で施文している。

82は浅い刺突列を波状もしくは蕨手状に施文している。 文様帯下部の区画文はなく、縄文が施さ

れている。 83は円形竹管文が多段に施されている。

II群2類土器

a 種 86 · 87が該当する。

b 1種 90 ~ 93が該当する。 90は上位に羽状縄文、 下位に別原体の斜縄文が施される。

b 2種 101が該当する。

c 種 85 · 89 · 94 ~ 96 · 102が該当する。 85 • 102は1指頭幅の多段ル ー プ文と斜縄文が施さ

れている。 89は山形状の突起をもち、 等間隔長足ル ー プ文が施文される。 94は 1指頭幅

の等間隔多段ル ー プ文、 95は等間隔長足ル ー プ文である。 96は側面ル ー プ文である。

d 種 84 · 97 · 98が該当する。

e 種 99 · 100が該当する。

f 種 88が該当する。 異条（直前段合撚）である。

I群10類土器

103が該当する。 貝殻腹縁文が施文されている。

4. I層（表土・崩落土）出土土器（図 11)

104 ~ 130が該当する。 II群土器のみで、 本来は貝層に伴っていた可能性が高い。

II群1類土器

104 ~ 108が該当する。 104はII層出土の 2·3と同 一 個体と考えられる資料である。 波状口縁

で内湾気味に立ち上がり刺突により弧状の文様が描かれる。

105は山形状の突起により緩やかな波状口縁を呈するものである。 全面的に横位の剌突列が施さ

れる。 106は、 弧状の刺突であり、 105と施文具が異なるが、 横位の刺突列が施される。

107は半戟竹管による山形の刺突列上に円形竹管文を施し、 上下を沈線で区画したものである。

108は無文地上に沈線による山形文を施しており、 下部の地文は多段ル ー プ文が施文している。

II群2類土器

109 ~ 130が該当する。

a 種 110 ~ 114 · 118 · 127が該当する。

b 1種 122 · 123が該当する。

b 2種 121 · 124が該当する。 121は菱形構成をとる。

c 種 109 · 115 · 119 · 125 · 126 · 128 ~ 130が該当する。 109は大きく外反する口縁を持

つ。 1指頭幅以内の多段ル ー プと菱形構成の羽状縄文を交互に施文している。 その他は

いずれも等間隔長足ル ー プ文である。
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e 種 1 16が該当する。

f 種 117 · 120が該当する。 117は単斜縄文であるが結節縄文 が施される。

第4節 その他の出土遺物

動物遺存体については第4章に記載してある。 その他の出土遺物ついて記しておく。

1. 石 器（図12)

石器の出土量は、 貝層 中のサンプルはすべて洗浄しているにもかかわらず、 土器の出土量に比較す

ると、 少ないものと言える。 図示できた剥片石器 は2点だけである。 131は凹基石鏃である。 132は

縦型石匙で 、 下半部を欠損している。 いずれも珪質頁岩製 である。 133は石皿である。

2. 骨 角 器（図13)

6点出土した。 すべて貝層の 5mm メッシュのサンプルから採取したものである。 134は釣針の湾曲部

である。 最大径0.5cmであり、 弘源寺貝塚例に比較すると小形のグル ー プに比定できる（佐藤1986)。

1 35 は釣針 か棒状製品の軸頂部と考えられる。 浅い溝が2段あり、 頭部は乳頭状に整えられている。

136 ~ 14]は棒状製品である。 うち、 136· 137は端平頭棒状角製品とされている、 鈍い尖頭を呈

する棒状角製品である（金子・忍沢1986)。 140· 141も同様のものと考えられるが、 材質は識別で

きなかった。 また、 前者が 直径0.6cm前後に対し、 後者は直径0.4cmであり、 大きく2つのサイズが

製作されたようである。 いずれも側面は良く研磨されている。 138· 139は端部が欠損しているが、 シ

カの中手・中足骨製の棒状製品である。 直径約0.6cmを測る。

142はエイの尾棘の刺突具である。 先端部は欠損しているが、 基部を両面から加工し、 薄くしてい

る。 また両側縁の棘 が磨耗していることが観察できる。
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図12 第1地点出土石器 (S=l/2 · 1/4) 
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3. 貝 製 品（図 13)

143 · 144 はアカガイ嬰の貝輪未製品と考えられる。 中央を穿たれているが、 剥離端、 腹縁、 外面

ともに研磨痕は認められない。 いずれも貝層中からの出土である。

145 ~ 151 はハマグリ製の貝刃である。 148 · 149 は 1 層、 その他は貝層中からの出土である。 い

ずれも外面の腹縁部にのみ刃部が作られる片刃である。 殻長は6cm以上を測り、 採取されたハマグリ

の中でも特に大形のものを素材として選択したものと考えられる．

4. 土 製 品（図 14)

152 は土偶破片と考えられる。 貝層中の出土である。 やや鋭角な突出部が頭部となるものと推定し

たが、 端部の欠損が多いため、 図面上左側の突出部が頭部になる可能性もある。 表面は緩やかな凹凸

があり、 指ナデで整形したものである。

153 も土偶の脚部破片と考えられる。 両面に指頭押捺が認められ、 端部は丸く調整されている。 い

ずれも繊維を多く含むc
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5. 糞 石（図版7)

,3 ~ 5区を中心に比較的多くの糞石が出土した。 4·5区の出土が多い。 いずれも5nunメッシュサン

プルから採取した。
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図14 第1地点出土土製品 (S=l/2) 

表4 糞石一 覧表

地点 層名 数羅 重量(g)

II 14 5 
1区 -5 1 1 
1区 II下2 1 1 
Sl -10 2 1 

3区 II 1 l 
3区 II下1 2 2 
S3 -30 2 l 

4区 -15 2 1 
4区 -10 3 5 
4区 -5 5 5 
4区 II 25 34 
4区 II下1 54 80 
S4 -10 2 1 

5区 -10 2 l 
5区 -5 7 15 
5区 II 26 31 
5区 IIス 15 ， 

S5 -15 1 l 
S6 -15 7 2 
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第3章 第 2
 

地 点

第1節 調 査 状 況（図15)

調査は、 重機により表士を掘削して行った。 遺構確認面はハ ー ドロ ー ム面であり、 耕作等による削

平されているものと考えられる。

遺構は小穴が56基検出された。 いずれの覆土も暗褐色、 にぶい褐色、 黄褐色を基調としており、

締まりも良く、 大きな差は認められなかった。 縄文土器がP 1 ~ 13から数片出土した。 早期末～前

期前半の所産であり、 この小穴群も同時期の遺構と推定される。

また、 これらの小穴は、 集中した分布が認められることから、 本来は竪穴住居跡の柱穴（壁柱穴も

含む）等であったと考えられる。 柱穴の組み合わせを復元することは困難であった。
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第2節 出 土 土 器（図16)

I群2類土器

第3章 第 2 地 点

154 · 158は縄文早期の条痕文系土器である。 154は口唇に刺突、 内面に半戟竹管の押し引き状

の刺突をもち、 外面に山形？の沈線が施される。 158は内面条痕、 外面に縄文が施される。 いずれ

も茅山上層（素山IT b)式相当と考えられる。

II群1類土器

155は半載竹管の刺突列を切る沈線が施されており、蕨手状のモチ ー フを描くものと考えられる。

II群2類土器

156 · 157 · 159 ~ 161が該当する。 157が単斜縄文、 159 · 160が結束羽状縄文である。 161は

結節縄文が施され、 繊維を含まない。

表5 第2地点小穴深度 一 覧表

番号 深さ (cm) 番号 深さ (cm) 番号 深さ (cm) 番号 深さ (cm)

1 51 15 34 29 44 43 49 
2 55 16 26 30 23 44 13 
3 25 17 26 31 21 45 ， 

4 29 18 15 32 20 46 37 
5 24 19 18 33 22 47 35 
6 40 20 20 34 14 48 18 
7 18 21 21 35 6 49 16 
8 29 22 ， 36 24 50 12 
， 30 23 18 37 22 51 6 

10 24 24 12 38 11 52 19 
11 48 25 25 39 30 53 21 
12 39 26 23 40 31 54 30 
13 26 27 44 41 19 55 25 
14 29 28 40 42 23 56 46 
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第4章 北原西貝塚の動物遺体

第4章 北原西貝塚の動物遺体
植月 学（東京芸術大学）・樋泉岳二（早稲田大学）

は じ め に

本稿では福島県小高町北原西貝塚より出土した動物遺体について報告する。 小高町周辺は福島県内

でも前期貝塚が集中する地域であるつ 動物遺体についても近年いくつかの報告がなされ、 この時期の

生業活動に関する知見が蓄積されてきているが、 特に今回の調査ではサンプリングが徹底していたこ

ともあり、 小形の魚類をはじめとする動物遺体が豊富に出士しており、 この時期の生業に関してより

詳細な検討を行うための良好なデ ー タを得ることができたn

I. 試料と分析方法

1. 貝層の概要

貝層(II層）は約10面の範囲にわたって、 厚さ約0.1 rn~ 0.5 mで緩斜面に堆積していた。 イボキ

サゴ主体の混土貝層で、 貝種による分層は困難であったが、 混土率、 土色によりa~cの3層に分層

されている。 貝層下土層(Ill層）は遺物包含層（暗褐色土層）で、 獣骨が多く出土した。 所属時期は

n, I1I層とも縄文時代前期前葉宮田第皿群期である。

2. 採取・処理方法

a. 試料の採取

検出した貝層(II層）はすべて採取した。 サンプルはコラムサンプルとプロックサンプルの2種

類に分かれる。 コラムサンプルは1区と東西ベルトの2箇所で採取された。 前者は60cm四方を厚

さ5c1]］ごとに機械的に採取した。後者は145 X 60cmの範囲を、肉眼観察による層位区分にしたがっ

て層ごとに採取した。

ブロックサンプルはコラムサンプル以外のすべての貝層をグリッドごとに採取したものである。

採取法は層位によるものと、 5cmごとの深度によるものの両者がある。

サンプルはすべて5、 2.5、 1mmのフルイにより水洗選別をおこなった。 なお、 サンプルの水洗前

の体積、 重量は記録していない。 体積は平均厚さ法（鈴木1981)により算出した。 サンプル水洗

後、 5nrrnの貝の体積を量り、 サンプルごとの貝の比率を算出した。

b. 試料の抽出

コラムサンプル2箇所では5 ~ 1mmのすべての貝類、 骨類を抽出した。 また、 プロックサンプル

では5nunのみを対象として、 貝類以外の動物遺体の抽出を行った。 巻貝類については殻頂部・殻口

部、二枚貝類については殻頂部を残す標本を抽出した。 その他の動物遺体はすべて抽出した。 なお、

コラムサンプルの微小貝類と、 1区サンプルの2.5mm と1mmの骨類については、 標本の抽出は行っ

たが、 時間的な制約により今回は同定には至らなかった。

3. 同定・集計・計測

次に現生標本との比較により同定をおこなった。 巻貝類は殻頂部および殻口部により、 二枚貝は殻

頂部により同定を行った。 巻貝は殻頂部と殻口部のうち多い方、 二枚貝は左右のうち多い方により集
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第4章 北原西貝塚の動物遺体

計した。 魚類は主上顎骨、 前上顎骨、 口蓋骨、 歯骨、 角骨、 方骨、 舌顎骨、 主鯉蓋骨、 椎骨の全標本

を同定対象とした（これらについては未同定標本も結果に示した）。 また、 その他部位でも種によっ

て特徴的な部位は適宜同定対象とした。 鳥類・哺乳類については同定可能な全部位を対象としたが、

シカ、 イノシシ以外では肋骨、 手根・足根骨、 指骨は除外した。 四肢骨は骨端およびその付近を残す

標本はすぺて対象とし、骨幹部破片については全周するもののみ対象とした。 いずれも計数点を定め、

集計の際に重複のないよう留意した。

脊椎動物については同定標本数(NlSP) と最小個体数(MNI)を求めた。 魚類のMN「は分類群が

重複する場合には多い方のみを採用した （例：ニシン科とマイワシ）。 椎骨主体の分類群は標準的な

椎骨の数（堀田1961による）にもとづく個体数も含めてMNIを算出した。

計測は貝類ではアサリとハマグリについておこなった。 アサリは左殻のみ殻長、 殻高を計測した。

ハマグリは数が少なかったため、 左右とも殻長、 殻高を計測した。 いずれも方眼紙上に置き、 1mm単

位で計測した。

魚類では標本数の多いフグ科、 スズキの歯骨高（計測点は佐藤・吉沢1994、 村田1997による）、

マイワシ 、 コノシロ、 ムツ属の第］． 椎骨横径を計測した。 イノシシ、 シカについてはDriesch (1976)

の計測点に基づき、 計測可能な資料のすべてを計測し、 表に記載した。 計測にはデジタルノギスを用

い、 小数点第2位まで記録した。

II. 分析結果と考察

l. 目 類

a. 同 定 記 載

腹足綱17 種、 二枚貝綱24種が同定された（表 6)。 特に問題となる種について以下に記載する。

クポガイ Chlorostoma J応ch.kej ヘソアキクボガイChlor-ostomaturb1natumとの区別が困難な

ため、 クボガイ属として一括した。

ウミニナ属 ウミニナBa姐l紅iamultげonnlSとホソウミニナBatillaria四mj11g11
・

が同定された。

幼貝や破損資料では区別が困難なものもあったが、全体としてはホソウミニナの方が主体であった。

アダムスタマガイ Clyptonaticaadamsiana 従来この地域の貝塚ではエゾタマガイCryptonatica

andojと同定されてきた標本と考えられる。 エゾタマガイより小型で（殻長2cm程度。 最大で2.8

cm)、 謄孔がよく開き、 螺頭が高いことにより、 本種に同定した。

イボニシ Thais(Rejshia)clavjgera レイシガイTh8ls (Re1shJa) bromu·との区別は、特に結節が

強いものをレイシに同定したが、 中間的な個体もあり、 イポニシとした中にもレイシガイが含まれ

る可能性がある。

イソシジミ属 イソシジミNuttajjajapom·caとワスレイソシジミNuttaliaobscurataの区別が十

分でないため、 一括した。 完存に近い資料で見る限り、 左右の殻の膨らみに差はなく（松隈2000)、

確実に後者が含まれている。

ハザクラ？ Psammotaea m.inor ？ 殻が楕円形に近く、 薄質で、 主歯の形状も異なるため、 イソ

シジミ類とは区別できたが、 近似種との比較が不十分なため、 断定するまでには至らなかった。

b. 組 成（図17、 表7)

イボキサゴが主体で、 9割以上を占める。 イボキサゴを除いてみると、 アサリが約半数を占め、

ホソウミニナ、 ハマグリ、 オオノガイがこれに次ぐ。 イソシジミ類、 マテガイも普通に見られる。
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第4章 北原西貝塚の動物遺体

こうした傾向は東西ペルト、 1区Aサンプルとも共通しており、 貝層の上下での変化も少ない。

C. 計 測 結果

アサリ（表8、 図18) 1区では計測可能な標本がほとんどなかったため、 グラフには東西ベルト

の殻長計測結果のみを示した。 殻長は30 ~ 45 mmの範囲に集中する。 層位的変化は明瞭でない。

ハマグリ（表9 、 回18) アサリ同様、 1区では計測可能な標本が少なかった。 グラフには東西ベ

ルトの殻長計測結果のみを示した。 全体では40 ~ 50nm1程度にピ ー クを持つ 一群と、15 ~ 20mm 前

後にピ ー クを持つ 一群の双峰型を示す。 後者は採集対象とするには小さ過ぎ、 主体種であるイボキ

サゴ採集の際に混穫されたと考えられる。 A層では両者が見られ、 B層では小形が、 C層では大形

の 一群が主体である。 したがって、 大形のハマグリの廃棄はA層とC層を中心に、 少なくとも2回

に分かれていた可能性があるこ

d. 考 察

貝類は内湾の砂泥質干潟に生息するイボキサゴが主体であった。 これに次ぐのはアサリ、 ハマグ

リ 、 イソシジミ類、 マテガイなどであり、 本遺跡住民は内湾の砂泥質干潟を主な漁場にしていたと

考えられる。 この他にも、 湾奥の泥質干潟に生息するオオノガイやヒメシラトリ、 オキシジミ、 河

口部の汽水域に生息するヤマトシジミ、 岩礁域に生息するクボガイ類、 スガイ、 イボニシ、 イシダ

タミも少量ながら含まれており、 本遺跡住民が砂泥質干潟を中心としながら、 その周囲の多様な環

境を利用していたことがわかる。

本遺跡前面には、 近代まで井田川浦と呼ばれる潟湖が残っていた。 縄文海進期に属する本遺跡の

時期には海岸線はより奥まで浸入していたと推測されるが、 基本的にはこの井田川浦周辺が漁場と

なっていたと考えられる。 上記の岩礁性の貝類やウパガイなどは太平洋に面する湾の出口付近で採

取された可能性もあるが、 そこまで出ることは少なかったと推定される。

本遺跡と同時期で同じ井田川浦に面する加賀後貝塚でも、 イボキサゴを主体とし、 アサリがこれ

に次ぐという組成は共通する（山崎2001)。 ただし、 細かく見ると 、 加賀後ではマガキがやや多く、

ハマグリは本遺跡よりも少ないなど若干の差異も認められる。 加賀後は本遺跡より湾奥に位置して

おり、 遺跡周辺の微妙な環境の差がこうした組成の差に反映されている可能性がある。

2. 魚 類

脊椎動物遺体の中ではもっとも多くの出土がみられた。 lnlDlまでの標本が抽出された東西ベルトの

A~D層のサンプル(0.0914 niりから検出された椎骨の合計は9366点であり、 1吋あたりの包含率

に換算すると 、 102477 / 1州となる。 これは千薬県内の貝塚遺跡と比較すると、 約30~ 90倍であ

り、 魚骨包含率は非常に高いといえる（大膳野南貝塚：3600（植月2004)、 矢作貝塚：約3500、 木

戸作貝塚：約1200（樋泉・西野1999)、 多部田貝塚：約1100（樋泉2001)）。

a. 同 定 記 載

軟骨魚綱2分類群、 硬骨魚綱42分類群が同定された（表6)。 この他にこれらとは別種と考えら

れる未同定標本がある。 以下では特に説明を要する種、 および未同定標本のうち特徴的な4群につ

いて記載する。

エゾイソアイナメ類似種 腹椎。 全体に多孔質で、 腹面と側面下方が大きくくぼむ。 背面には多数

の溝が走る。 エ ゾイソアイナメの現生標本と類似するが、 チゴダラ科の他種との比較を行っていな

いため属以下の同定が可能か不明である。
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トウゴロウイワシ科？ 小形の腹椎。 形はマハ ゼに似るが、 細長く、 腹面も平滑で溝条がない。

ホウポウ科 尾椎。 側面の隆起線は太く、 微細な溝条が走る。 隆起線脇は多孔質である。 ホウポウ

の現生標本と類似するが、 ホウボウ科の他種との比較を行っていないため、 属以下の同定が可能か

不明である。

ムツ属 ムツの現生標本と 一致する第1椎骨、 腹椎、 尾椎が同定された。 いずれも椎体径3nlIn未満

の小形の標本である。 第1椎骨は表面全体が網目状で、 関節面は左右の境界が明瞭でない。 腹椎、

尾椎とも表面が繊維束状なのが特徴的である。

ニシキギンポ科 尾椎。 側面の隆起は細く明瞭で、 前方に偏る。 側面前方にも縦位の直線的隆起が

あり、 関節面との間に明確な段をなす。 ギンポの現生標本と一致するが 、 同科の他種と比較してい

ないため、 属以下の同定が可能か不明である。

真骨類B 小形の尾椎。 マハゼに類似するが、 やや細長く、 神経棘後部の形状も異なる。

真骨類C 小形の腹椎。 表面は網目状で、腹面に2条の隆起線があり、前方で合わさるのが特徴的。

真骨類D 尾椎。 側面の隆起線は明瞭で前方に向かってすほまり、 細かい溝条が走る。 フサカサゴ

科に類似するが、 神経棘後部の形状が異なる。

真骨類E 尾椎。 側面隆起は明瞭で、 細く、 下部に偏る。 一 見キス属に似るが、 側面下端にも強い

隆起が見られる点が異なる。

b. 組 成（圏19 · 20、 表10 ~ 12) 

大形資料(5rrun以上）

フグ科、 スズキ主体で、 クロダイ属がこれに次ぐ。 ヒラメ科、 カレイ科、 カツオもやや多いが、

椎骨主体で、 最小個体数は少ない（図19上）。 地区別に集計しても差は小さく、 今回の調査範囲内

では大形魚の組成に大きな変化はなかったと考えられる（図19下）。

小形資料(5~ ln1111) 

東西ペルトのみの結果である。 限られた範囲（全サンプルの約 1/10の体積） からNISPで大

形資料の約6倍、 MNIで約1.7倍の資料が同定された。

カタクチイワシ、 ニ シン科（マイワシ、 コノシロ）が主体で、 ハゼ科、 フサカサゴ科、 フグ科、

ボラ科もやや多い（図20上）。 フグ科を除けばいずれも小形の標本が主体で、 5mmで主体であった

大形魚は少ない。 また、 A~D層の上下での変化は顕著でない（固20下）。

C ． サ イ ズ

計測と体長推定の結果を表 13と図22に示した。

フグ科 グラフは村田(1997)により求めた体長推定結果であるC 51mn資料では、 体長 15~ 30cm 

の間に集中し、 フグ科としては中～小形の部類である。 5~ 1nm]資料でも10cm 以下の個体は検出

されておらず、 資料採取法による偏りは少ないと考えられる。

スズキ グラフは赤澤(1969)および佐藤・吉沢(1994)の方法にしたがって求めた体長推定結果で

ある。 5rrun資料では体長25~ 85cinまでの幅広い標本がみられ、 35~ 55cm程度が主体となる。 5~

1呻資料でも、 5mm資料で検出されていない25cm以下の標本は主体ではなく、 資料採取法による偏り

は少ないと考えられる。

マイワシ、 コノシロ、 ムツ属 体長推定のための基礎デ ー タがないため、 計測値をそのままグラフ化

した。 現生標本との比較によればマイワシは小形主体で、 ムツ属も幼魚クラスであると推定される。

上記以外の種については計測を行っていないが、 椎骨がどのメッシュで多く回収されているかを
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調べることにより、 おおまかなサイズを検討した（図21)。 その結果、 5lllnlを主体とするのはカッ

オのみであった 。 その他の種は2.5mm以下でほとんどが回収されており、 特に、 ポラ科以下はlm111

でもっとも多く回収された。 椎骨2llllll未満というのは、 多くの種では成魚クラスではなく、 幼魚が

主体であると考えられる。

こうした傾向は椎骨に限らず、 椎骨ではタイ科に同定されているクロダイ ・ マダイや、 アイナメ

属 フサカサゴ科、 ハゼ科などでは5111111に満たない内臓骨標本（主上顎骨、 前上顎骨、 歯骨、 角骨、

方骨など）が多くみられた。

d. 考 察

魚類は脊椎動物遺体の主体をなし、 中でも2.5l1llU以下で回収された小形魚が非常に多かった。 小

形魚はカタクチイワシ、 マイワシ 、 コノシロ、 マアジ？ 、 サヨリ属などの小形の種とともに、 様々

な種の幼魚クラスの個体からなっていた。 これらは主にフサカサゴ科、 ムツ属、 ポラ科、 クロダイ

属、 マダイ、 アイナメ属などであった。 前者は主に外洋沿岸～内湾の表層付近を群れで回遊するタ

イプであり、 後者は多様な生息域に属する種を含むが、 幼魚類は内湾浅海域の藻場などに群れてい

ることが多い。 これらの小形魚はいずれもその群集性やサイズから網やワナ漁による一括捕獲が主

体であったと推測される。 特に後者には雑多な種が含まれており、 潮の干満を利用した簾立てのよ

うな、 選択性の低い漁法が取られていた可能性が考えられる。

これらとは異なる漁労パタ ー ンを持っていたと推測されるのが大形魚漁である。 その主体はスズ

キ、 フグ、 ピラメ、 カレイ、 カツオである。 スズキは幼魚クラスも検出されているが、 中心となる

のは45 ~ 50cm クラスの成魚である。 フグ科は多くの種を含むため、 漁法・漁場を特定しにくい

が、 多量に出土しており、 産卵期に接岸するのを狙って一度に捕獲するような漁法が確立していた

ことも考えられる。 ヒラメ科やカレイも成魚クラスが主体であった。 これらは底魚であり、 上記2

種とは異なる漁法が行われていたと推測される。 上記の種がいずれも内湾での捕獲が可能であるの

に対し、 カツオ漁は外洋を中心としていたと推測される。 いわき市の弘源寺貝塚では釣針が多く出

土しており、 カツオ、 マダイ、 サメ類などを対象とした外洋での釣漁の存在が指摘されている（佐

藤他1986)。 ただ、 本遺跡のカツオはほとんどが椎骨で、 個体数にすれば3個体程度が出土してい

るに過ぎない。 また、 釣り針も1点しか出土しておらず、 外洋での漁労が活発に行われていたとは

考えにくい。

この他にも数は少ないが、 独特の生態を持つウナギ、 アナゴ科や、 淡水系のコイ科についてはこ

れらとは異なる漁場、 漁法が存在したと推測される。 以上のように本遺跡の漁労活動は基本的には

井田川浦内での内湾漁労を中心とし、 湾外まで遠征することは稀であったと推測される。 様々な魚

種、 サイズに対応した多様な漁法が確立していた可能性が高く、 縄文前期段階の漁労技術を考える

上で貴重な資料であるといえる。

福島県内の前期貝塚で魚類遺体が分析された遺跡として、 小高町加賀後貝塚（山崎2001)、 双葉

町郡山貝塚（渡辺1990)、 いわき市弘源寺貝塚（佐藤他1986)が知られる。 加賀後、 弘源寺では

水洗選別による遺体採集が行われていないので小形魚の割合が検討できないが、 各遺跡とも基本的

な組成は本遺跡と類似している。 本遺跡や郡山の結果をもとに推測すると、 内湾のアジ類やイワシ

類（マイワシ、 カタクチイワシなど）など小形魚と、 クロダイ、 スズキなどの大形魚を組み合わせ

たものが主体であったのだろう。 弘源寺ではカツオ、 マダイも多く、 釣針の出土と合わせて、 外洋

性の漁労の存在が指摘されている。 ただし、 大形資料のみの組成であり、 実際に外洋での漁労がど

- 32 -



第4章 北原西貝塚の動物遣体

の程度の比重を持っていたかは、 本遺跡の結果からみてもさらに検討を要する。

他の遺跡にみられない本遺跡の大きな特徴として、 フグ科の多産があげられるが、 科レペルの同

定にとどまっているため、 i魚場・漁法の詳細な検討ができていない。 また、 魚類遺体の包含密度の

高さも本遺跡の特徴である。 この包含率の高さは幼魚類を含む、小形魚の卓越によるものであった。

他遺跡との量的な比較やサイズ(1本長）の比較はできないが、 こうした多様な小形魚を主な対象と

する魚類利用が本地域の前期漁労文化の大きな特徴であった可能性がある。

3. 爬虫類・鳥類·哺乳類（表14 ~ 16、 図23)

爬虫類1種、 鳥類4種、 哺乳類8種が同定された（表6)。 調査範囲が限られていたこともあり、

標本数は少ない。 大形資料はイノシシ、 カモ類、 シカが主体で、 キツネ、 タヌキ、 ノウサギなどの小

形獣やキジ属が若干混ざる。 小形資料ではこれにネズミ科、 ヘ ビ類が加わる程度で大きな差はない。

カモ類はミコアイサ現生標本と同大でマガモよりやや小さい標本が主体であった。 イノシシは遺存状

態の良好な下顎骨が2点出土している。 うち1点は雄のもので、 犬歯が左右とも残存する珍しい例で

ある。 顎骨、 四肢骨とも幼獣の標本は確認されなかった。 シカは鹿角片が比較的多く検出され、 石斧

による打痕や、 擦切り痕を留める標本が多かった。

鳥獣類の出土量を、 魚類に対する鳥獣類の割合でみると、 本遺跡、 小高町加賀後貝塚（山崎2001) 、

双葉町郡山貝塚（渡辺1990)ともに非常に低い。 一方、 魚骨の採取法やシカ、 イノシシの集計法に

差があり、 同様の比較ができないが、 本遺跡の上流に位置する宮田貝塚では比較的多くの鳥獣骨が出

土している（田中1975)。 宮田貝塚の発掘面積は16面と、 本遺跡（約10n{)と大差ないが、 「総頻

度数」（注）でイノシシ：171、 シカ：127が出士している。 同様の方法で集計すると、 本遺跡ではイ

ノシシ：約40、 シカ：約30となる。 こうした出土量の差が立地の差と関わるのか、 地点的、 あるい

は季節的な差を示しているのかなど興味深いが、 試料採取・集計法や、 調査面積の比較に問題があり、

詳細な比較は今後の課題である。

組成をみると、 イノシシ、 シカが主体でほぼ同数である点、 小形獣ではタヌキ、 イヌ、 ノウサギが

多い点は本遺跡、郡山貝塚、宮田貝塚とも共通する。 本遺跡と宮田貝塚ではカモ類が多い点も共通し、

基本的な組成は類似性が高い。

注 ：同定されたすべての部位・位置（近位端・遠位端・骨幹部など）を数え上げたもの。 同一標

本であっても、 個別に数えており、 同定標本数(NISP)とは異なる。

謝辞：小高町教育委員会には貴重な資料の分析の機会を与えていただいた。 西本豊弘先生（国立歴

史民俗博物館）には現生標本を参照させていただき、 ご指導賜った 。 黒住耐二氏（千薬県立

中央博物館）には貝類の分類や生態についてご教示頂いた。 末筆ながら記して感謝申し上げ

る次第である。
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表6 北原西貝塚出土動物遺体 一覧

腹足綱 GASTROPODA 
クボガイ属 Ch」orosto/1Ja sp. 

イシダタミ Vonodonta labia for/1Jconfuse 

チグサガイ？ Cantharidus japonicus? 

イポキサゴ Umbooilll11 moniliferum 
Turbo (lunella} cornatus coreensis スガイ (lunella) 

カニモリガイ Rhinoclavis（所oclava) sordidula 
Batillaria multi for./1Jis ウミニナ

・ 1 ・

．． 
ホソウミニナ Batil」 • arla cu幻1ng.ll

ツメタガイ Glossaul紅 did}'lJJa

アダムスタマガイ Cryptona tica ad.西siana

カゴメガイ Bedeva birileffi 

エゾチヂミポラ Nucella freycinetti 

レイシガイ Thais(Neishia) bronni 

イボニシ Thais(Reishia) clavigera 

アカニシ’

ムシロガイ

Rapana venosa 
Niotha livescens 

アラムシロ Reticunassa festiva 

二枚貝綱 BIVALVIA 
サルポオガイ？ Scapharca kagoshimensis? 

工ゾタマキガイ Glycymeris yessoensis 
（ ） 

・ ・

アズマニシキ Chlamys (Az/l/0apecten) farreri nipponensis 

マガキ Crassostrea gigas 

バカガイ Jfactra chinensis 

シオフキ Jfactra veneriformis 

ウバガイ Pseudocardi/l/0 sachalinense 

ナガウパガィ Spisula polynyma 

ミルクイ Tresus keenae 

クチパガイ Coecella chinensis 

ヒメシラトリ Macoma incongrua 

ハザクラ？ Ps81JJIOotaea 111.l·nor? 

ムラサキガイ Soletellina diphos 

ワスレイソシジミNutta/ia obscurata 

olen strictus マテガイ Sol 

ヤマトシジミ Cobicula japonica 

カガミガイ Ph acosoma Japon1c/l/0 

アサリ
コタマガイ
ウチムラサキ
ハマグリ
オキジジミ
オオノガイ
ニオガイ

甲殻綱
フジツボ類

軟骨魚綱
アカエイ科
トピエイ科

硬骨魚綱
ウナギ
アナゴ科
マイワシ
サッパ
コノンロ
カタクチイワシ

Ruditapes phiJippinarum 
Comphina melanegis 
Saxidomus purpurata 
lrferetrix lusoria 
Cyclina sinensis 
l,fya (Arenomya) arenaria oonogai 
.Barnea(Anchomasa) manilensis 

CLUSTACEA 
Balanomorpha 

CHONDRICHTHYES 
Dasyatididae 
Myliobatididae 

OSTEICHTHYES 
Anguilla japonica 
Congridae 
Sardinops melanostictus 
Sardinella zunasi 
Konosirus puctatus 
En訂,3uJis japonicus 

学名・配列は以下の文献による。

第4章 北原西貝塚の動物遺（本

コイ秤 Cyprinidae 
アユ Plecoglossus al tivelis al ti veils 
工ゾイソアイナメ類似種 cf. PJJysiculus maximon·czi 
トウゴロウイワシ科？ Atherinidae? 

サヨリ属 Hyporhamphus sp. 
ダツ科 Belonidae 
フサカサゴ科 Scorpaenidae 
ホウボウ科 Triglidae 
コチ科 Platycephalidae 
アイナメ属 HexagraJJ1JIJos sp. 
スズキ Lateolabrax Japonicus 

キス属 Si」Jago sp. 
ムツ属 Scomhrops sp. 
マアジ？ Trachurus japonicus 

ブリ属 Seriola sp. 
コショウダイ属
ヘダイ
クロダイ属
マダイ
ウミタナゴ科
ニベ科
ポラ科
ベラ科
ニシキギンポ科
ハゼ科
アイゴ属
カマス属
サバ属
ソウダガツオ属
カツォ
マグロ属
ヒラメ科
イシガレイ
ササウシノシタ亜目
カワハギ科
フグ科

爬虫綱
ヘビ亜目

鳥綱
カイツプリ科
カモ科
キジ属
カラス属

哺乳綱
ノウサギ
ネズミ科
キツネ
タヌキ
イヌ
カワウソ
イノシシ
ニホンジカ

Plectorhinchus sp. 
Sp紅US S紅ba
Acanthopagrus sp. 
Pagrus major 
Embiotocidae 
Sciaenidae 
Mugilidae 
Labridae 
Pholididae 
Gobiidae 
Siganus sp. 
Sphy:reena sp. 
Scomber sp. 
Auxis sp. 
Kats11wonus pelanis 
Thunnus sp. 

Paralichthyidae 
Kareius bicolorer;us 
Soleoidei 
Monacanthidae 
Tetraodontidae 

REPTILIA 
OPHIDIA 

AVES 
Podicipedidae 
Anatidae 
Phasianus sp. 
Corvus sp・

―IA 
Lepus brachyurus 
Muridae 
Vulpes四Jpes
Nyctereutes procyonoides 
Canis familiaris 
Lutra lutrs 
Sus scrofa 
Cervus nippon 

貝類 ：奥谷喬司 編 2000 『日本近海産貝類図鑑』 東海大学出版会
魚類 ・中坊徹次 編 I993 『日本産魚類検索』 東海大学出版会
鳥類 ：黒田長久 編 1984 『決定版 生物大図鑑 鳥類』 世界文化社
哺乳類：安部 永 監 1994 『日本の哺乳類』 東海大学出版会
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図17 貝類遺体組成
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表7 - 1 貝類遺体出土量 （微小貝類を除く）
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7
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表7-2 貝類遺体出土量 （微小貝類を除く）

-381 

マ ャ ヵ ァ コ ゥ ノ‘ 才 才 二． そ 貝 フ
テ マ ガ サ 夕 チ マ キ 才 才 の 枚 枚 類 ジ
ガ 卜 ミ リ マ ム グ シ ノ ガ 他 貝 貝 計 ツ

ィ シ ガ ガ ラ リ ジ ガ ィ 類 類 . ·. ポ
ィ ィ サ ミ ィ 計 計 M 類

ミ キ ＾ N 
M I 
N 
I 

地点 層 mm 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右
｀ 

5mm 18 11 1 l 1 260 258 1 I 32 39 41 38 レイシガイI 、 チグサガイ1、 ウバガイLI 784 412 8956 3 
3nIm 26 24 2 l 63 29 444 
1mm 
5mm 29 20 1 1 l 1 235 182 1 1 2 25 25 39 38 1 2 ムラサキガイ？R1 700 389 11029 
3mm 23 20 1 1 1 49 28 398 

東 1mm 
西 5mm 13 8 3 4 3 342 371 2 2 1 50 62 1 34 21 エゾクマキガイLIRI 、 アズマニシキRI、 ウバガイLI 939 508 11256 

C 3mm 35 22 58 36 886 
1mm 
5mm 4 2 3 3 286 245 4 5 35 32 1 15 l3 カニモリガイl 666 363 4545 

D 3mm 4 2 6 4 97 
1mm 
5mm 116 106 12 15 25 17 エゾクマキガイL/Rl 302 162 2354 

5 3rrun 14 10 24 1 4  738 
1mm 
5mm 2 106 107 25 ， 15 19 297 161 3837 

10 3mm 1 7 11 1 1 21 14 445 
1mm 

l 
5mm 1 1 149 92 1 15 28 33 32 サルポウガイL1 、 ナガウバガイL1 372 228 4066 

区
15 3mm 13 13 1 2 1 1 31 16 974 

1mm 
5mm 1 2 1 44 1 1 3 12 5 6 78 69 2093 

20 3mm 3 ， 6 1 19 13 134 
1mm 
5mm 4 4 1 1 3 5 203 174 1 1 1 42 47 28 45 エゾチヂミポラ1、 サルボウL/Rl 、 イタヤガイ科L/Rl 586 324 7676 

25 3nlm 1 16 10 l 30 20 1991 
1mm 

バ士眉
18 11 1 1 1 286 282 l 1 32 41 41 39 レイシガイ1 、 チグサガイ1 、 ウバガイLI 837 440 9399 3 

東 29 20 1 1 1 1 258 202 1 1 2 26 25 1 1 39 38 1 2 ムラサキガイ？Rl 748 416 11426 
西 C 計 13 8 3 4 3 377 393 2 2 1 50 62 1 34 21 エゾクマキガイL/Rl 、 アズマニシキRl、 ウバガイLl 997 530 12128 

D 計 4 2 3 3 290 247 4 5 35 32 1 15 13 カニモリガイ1 672 367 4642 
5 計 130 116 12 15 25 17 エゾタマキガイL/Rl 326 176 3092 

10 計 1 2 113 118 25 10 15 20 318 174 4281 1 
し—ー計計＿ 1 1 162 105 1 16 30 34 33 サルポウガイL/Rl 、 ナガウパガイLI 403 244 5040 

区
20 4 2 1 ， 50 1 1 3 12 5 7 97 78 2223 
25 計 4 5 1 1 3 5 219 184 1 1 1 42 47 28 46 エゾチヂミポラl 、 サルボウL/Rl 、 イクヤガイ科L/Rl 616 344 9667 

東西 計 64 41 5 6 5 7 1211 1124 7 8 1 4 143 160 2 2 129 111 1 2 8 3254 1724 37566 3 
1区 計 8 8 2 2 3 8 633 573 2 2 2 98 114 107 123 6 1762 940 24227 

総計 72 49 7 8 8 15 1844 1697 7 10 3 6 241 274 2 2 236 234 1 2 14 5016 2645 61774 3 
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第4章 北原西貝塚の動物遺体
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第4章 北原面貝塚の動物遺体

表8 アサリ殻長・殻高計測結果

A B 
標本数 39 27 

平均 36 6 36、 6
標準 9 9 7. 5 
偏差
最大 58 53 
最小 11 14 
9皿n ゜ ゜

10mm ゜ ゜

l!mm I ゜

12mm ゜ ゜

13皿n l ゜

14mm ゜ I 
15血 ゜ ゜

16皿n ゜ ゜

17皿 I ゜

18mm l ゜

19皿 ゜ ゜

20皿 ゜ ゜

2lmm ゜ ゜

22mm ゜ ゜

23mm ゜ ゜

24mm ゜ ゜

25mm 1 ゜

26mm I I 
27皿n 1 ゜

28mm 1 ゜

29mm ゜ 2 
30mm ゜ I 
31,,,., l I 
32mm 1 2 
33mm 1 I 
34mm ゜ l 
35mm 2 I 
36皿n I I 
37mm l l 
38mm 4 2 
39mm 2 2 
40皿0 2 2 
4lllllD 6 2 
42mm ゜ l 
43皿n 1 2 
44血n 2 ゜

45mm I ゜

46mm 2 l 
47mm 2 i 

48mm l ゜

49mm ゜ ゜

50皿n ゜ ゜

51mm ゜ ゜

62mm ゜ ゜

53mm ゜ l 
5出皿l ゜ ゜

55mm ゜ ゜

56mm ゜ ゜

67皿n ゜ ゜

58皿0 1 ゜

59皿n ゜ ゜

60mm ゜ ゜

東西
C 

42 
39 2 

6 4 

55 
29 
゜

゜

゜

゜

゜

゜

゜

゜

゜

゜

゜

゜

゜

゜

゜

゜

゜

゜

゜

゜

i 

1 
゜

I 
5 
6 
4 
l 
2 
゜

3 
2 
l 
l 
3 
2 
2 
2 
゜

I 
l 
゜

l 
゜

l 
゜

1 
゜

゜

゜

゜

゜

殻長

D 合計
， ll7 

40. B 37, 8 

4. 8 8. 0 

46 58 
34 11 
゜ ゜

゜ ゜

゜ l 
゜ ゜

゜ l 
゜ l 
゜ ゜

゜ ゜

゜ 1 
゜ I 
゜ ゜

゜ ゜

゜ ゜

゜ ゜

゜ ゜

゜ ゜

゜ 1 
゜ 2 
゜ 1 
゜ l 
゜ 3 
゜ 2 
゜ 2 
゜ 4 
゜ 7 
2 ， 

I 8 
゜ 3 
゜ 4 
゜ 6 
゜ 7 
゜ 6 
I 10 

゜ 2 
2 B 
゜ 4 
I 4 
2 7 
゜ 3 
゜ 2 
゜ j 

゜ ゜

゜ I 
゜ ゜

゜ 2 
゜ ゜

゜ l 
゜ ゜

゜ ゜

゜ I 
゜ ゜

゜ ゜

l区 合計
合計 A B 

18 135 39 27 
40, 9 38 3 27 5 26 4 

5, 6 7. 8 6 9 5 0 

53 68 42 35 
32 II ， 11 
゜ ゜ I ゜

゜ ゜ ゜ ゜

゜ I 1 I 
゜ ゜ I ゜

゜ I ゜ ゜

゜ I ゜ ゜

゜ ゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜ ゜

゜ l ゜ ゜

゜ I ゜ ゜

゜ ゜ 2 I 
゜ ゜ l ゜

゜ ゜ I 3 
゜ ゜ l ゜

゜ ゜ l 3 
゜ ゜ I I 
゜ 1 ゜ I 
゜ 2 2 3 
゜ I 4 ゜

゜ 1 4 1 
゜ 3 2 6 
゜ 2 4 3 
゜ 2 1 I 
l 5 2 I 
2 ， 3 l 
l lO 3 ゜

゜ B 2 I 
゜ 3 l ゜

゜ 4 ゜ ゜

2 8 ゜ ゜

l 8 ゜ ゜

2 a ゜ ゜

゜ 10 ゜ ゜

2 4 I ゜

2 10 ゜ ゜

゜ 4 ゜ ゜

゜ 4 ゜ ゜

3 10 ゜ ゜

゜ 3 ゜ ゜

l 3 ゜ ゜

゜ l ゜ ゜

゜ ゜ ゜ ゜

゜ l ゜ ゜

゜ ゜ ゜ ゜

J 3 ゜ ゜

゜ ゜ ゜ ゜

゜ 1 ゜ ゜

゜ ゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜ ゜

゜ I ゜ ゜

゜ ゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜ ゜

殻高
東西 1区 合計

C D 合計 合計
42 ， 117 J8 l35 

29, 7 31. 8 28 4 31. 1 28. 7 

4. 7 4 3 5 8 3 7 5. 6 

4J 38 42 38 42 
23 25 ， 25 ， 

゜ ゜ l ゜ 1 
゜ ゜ ゜ ゜ ゜

゜ ゜ 2 ゜ 2 
゜ ゜ 1 ゜ L 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜ ゜ ゜

゜ ゜ 3 ゜ 3 
゜ ゜ 1 ゜ 1 
゜ ゜ 4 ゜ 4 
゜ ゜ 1 ゜ I 
2 ゜ 6 ゜ 6 
3 ゜ 6 ゜ 5 
3 1 5 1 6 
5 I 11 ゜ ll 
4 ゜ 8 3 l l 
4 l 10 2 12 
2 ゜ 10 2 12 
2 ゜ ， ゜ ， 

4 l 7 2 ， 

2 ゜ 5 I 6 
2 ゜ 6 2 B 
I 2 6 2 8 
2 2 7 1 8 
2 ゜ 3 ゜ 3 
゜ ゜ ゜ ゜ ゜

2 I 3 2 5 
゜ ゜ ゜ ゜ ゜

I ゜ I ゜ J 
l ゜ 1 ゜ I 
゜ ゜ 1 ゜ l 
゜ ゜ ゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
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表9 ハマグリ殻長・殻高計測結果

殻長
東西

A B C D 合計
標本数 22 11 29 5 13 

平均 38, 3 30, 1 42. I 62. 4 39. 6 
標準 17. 0 l 7. 5 12. 0 15, 4 17. I 
偏差
最大 80 70 66 89 89 

最小 lO 13 15 46 JO 
9nnl ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

101DID 1 ゜ ゜ ゜ l 
JI皿n ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

12mm ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

13mm ゜ l ゜ ゜ I 
1血 ゜ l ゜ ゜ l 
15mm I ゜ j ゜ 2 
16mm ゜ 3 l ゜ 4 
17mm 3 I 2 ゜ 6 
18mm ゜ l ゜ ゜ I 
19mm ゜ l ゜ ゜ I 
20mm ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

21皿n ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

22四a ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

23mm ゜ 1 ゜ ゜ I 
24mm I I ゜ ゜ 2 
25皿 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

26mm ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

27mm ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

28mm I ゜ ゜ ゜ l 
29皿n ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

30皿n ゜ 1 ゜ ゜ I 
31mm ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

32mm ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

33mm ゜ l l ゜ 2 
34mm ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

35皿n 2 ゜ ゜ ゜ 2 
36皿 l ゜ ゜ ゜ I 
37皿n ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

38mm ゜ ゜ 1 ゜ l 
39mm l ゜ l ゜ 2 
40皿n ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

41mm ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

42mm l l 5 ゜ 7 
43mm ゜ ゜ I ゜ I 
44皿n 2 ゜ 2 ゜ 4 
45皿B ゜ ゜ I ゜ 1 
46皿n 2 ゜ ゜ I 3 
47mm ゜ l 2 ゜ 3 
48mm l ゜ 5 ゜ 6 
49mm I ゜ 2 ゜ 3 
50mm ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

51mm I ゜ ゜ ゜ I 
52皿n ゜ I 1 ゜ 2 
53mm I ゜ l 1 3 
54mm ゜ ゜ ゜ l I 
55皿 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

66匹 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

57mm ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

68血 ゜ ゜ I ゜ I 
59皿n ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

60mm ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

61mm ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

62mm ゜ I ゜ ゜ I 
63mm ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

64mm ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

65mm ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

66mm 1 ゜ I ゜ 2 
67""' ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

68皿 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

69lillll ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

70mm ゜ I ゜ l 2 
71mm ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

72mm ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

73mm ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

74mm ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

75四 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

76mm ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

77mm ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

78mm ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

79皿 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

80mm l ゜ ゜ ゜ l 
81mm ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

82血n ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

83mm ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

84mm ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

85mm ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

86mm ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

B7IDID ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

88mm ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

89mm ゜ ゜ ゜ l l 
90mm ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

殻高
東百

A I B C 
22 17 29 

32, 9 25 4 35 7 

14.2 J 3 9 9 6 

68 55 51 
， 11 12 
1 ゜ ゜

゜ ゜ ゜

゜ I ゜

゜ ゜ l 
゜ 2 ゜

3 3 l 
l ゜ l 
゜ 2 I 
゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜

゜ I ゜

I ゜ ゜

゜ I ゜

゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜

l I ゜

゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜

゜ I ゜

2 ゜ ゜

l ゜ 2 
゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜

I ゜ ゜

゜ l 3 
゜ ゜ 4 
l ゜ ゜

I ゜ 2 
2 l 2 
゜ ゜ 5 
2 ゜ ゜

゜ ゜ 1 
I I 2 
I ゜ 2 
l ゜ ゜

゜ ゜ ゜

゜ ゜ l 
゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜

゜ ゜ 1 
l L ゜

゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜

゜ I ゜

゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜

I ゜ ゜

゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜

D 合計
5 73 

50. B 33. 5 

10. 8 13. 7 

68 68 
38 ， 

゜ l 
゜ ゜

゜ 1 
゜ I 
゜ 2 
゜ 7 
゜ 2 
゜ 3 
゜ ゜

゜ ゜

゜ ゜

゜ I 
゜ 1 
゜ I 
゜ ゜

゜ ゜

゜ 2 
゜ ゜

゜ ゜

゜ ゜

゜ I 
゜ 2 
゜ 3 
゜ ゜

゜ ゜

゜ l 
゜ 4 
゜ 4 
゜ l 
l 4 
゜ 6 
゜ 5 
゜ 2 
゜ I 
゜ 4 
゜ 3 
2 3 
゜ ゜

゜ 1 
゜ ゜

゜ ゜

゜ ゜

゜ 1 
゜ 2 
゜ ゜

゜ ゜

゜ I 
゜ ゜

゜ ゜

I 1 
゜ ゜

゜ ゜

゜ ゜

゜ ゜

゜ ゜

゜ ゜

゜ ゜

゜ ゜

゜ ゜

l 2 
゜ ゜

゜ ゜

゜ ゜

゜ ゜

゜ ゜

゜ ゜

゜ ゜

゜ ゜

゜ ゜

゜ ゜

゜ ゜

゜ ゜

゜ ゜

゜ ゜

゜ ゜

゜ ゜

゜ ゜

゜ ゜

゜ ゜

゜ ゜

゜ ゜

゜ ゜



第4章 北原西貝塚の動物遺体

5mm（全サンプル）
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図19

図フグ科ロスズキ璽クロダイ属ロヒラメ科臼カレイ科曰ガソオロその他

魚類遺体組成(5 mm) 

5~1mm（東西ベルト）
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N=353 5~1mm（東西ベルト）
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N=985 
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図20 魚類遺体組成(1 ~ 5 mm)
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第4章 北原西貝塚の動物遺体

表10 魚類遺体集計

5~lmm （東西ベルト）

板鯉亜綱
ウナギ

アナゴ科
マイワシ
コノシロ
ニシン科

カタクチイワシ
コイ科

サヨリ属
フサカサゴ科

コチ科
アイナメ属

スズキ
ムツ属

マアジ？
プリ属

クロダイ属
マダイ
タイ科

ウミタナゴ科
ボラ科
ハゼ科
サバ属
カツオ

ヒラメ科
カレイ科

フグ科
未同定
その他

計

゜｀
カプオ

ヒ99賢

スズキ

A 
14 
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24 
26 
10 
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24 
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46 
42 
12 
4 
4 
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7 

2086 

10, 

NISP 
B C D I 計
8 4 2 28 
26 23 11 93 
11 15 38 88 
21 108 10 165 
3 12 5 30 

603 1669 335 3234 
577 1064 1128 3556 
12 17 18 66 
27 24 4 79 
77 181 42 380 
7 2 5 16 

18 22 24 84 
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゜ ゜ ゜ 1 

13 3 5 , 31 
4 5 ゜ 12 

39 21 2 89 
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第4章 北原西貝塚の動物遺体
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ì

 

ON
し

スズキ体長(5~1 mm資料）

S£
~

 

og
l

 

gV
i

 

ov
i

 

s
v
~

 

ov
i

 

09
!

 

gg
~

 

09
ー

SS
~

 

OS
~

 

£9
~

SL
~

 

OL
I

 

u o uぅco m o 
l i し

(cm) 

0B
~

98
ì
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ì

 

9 NZ
ー

oo .N
I ‘‘,‘

 
mm

 

0 .C
l

 、’し、

図22 魚類遺体サイズ分布
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第4章 北原西貝塚の動物遺体

表11 - 1 魚類遺体出土量(5 mm) 

地区I 1 

層位 I 5 I 10 15 I 25 I貝層貝層
下

トビ I | エイ科
エイ類I 尾棘 I- I | | | 

板鯉 椎骨 I I 亜網

方骨
左

右

ウナギ 舌顎骨
左

右
腹椎 1 
尾椎 1 

アナゴ 腹椎
科 尾椎

ニシン 腹椎
科 尾椎

第1椎骨
コイ科 腹椎

尾椎
ダツ科 尾椎

方骨
左 l 

フサ 右
カサゴ 第1椎骨

科 腹椎
尾椎

ホウ 尾椎ボウ科

主上顎骨
左

右

前上顎骨
左

右

口蓋骨
左

右

歯骨
左

右
コチ科

角骨
左

右

方骨
左

右

前鯉蓋骨
左

右
第1椎骨 ー

腹椎
尾椎

主上顎骨
左

右

前上顎骨
左

右
ア 左
イ 角骨

右ナ
メ 方骨

左

属 右

舌顎骨
左

右
腹椎
尾椎

主上顎骨
左

右

前上顎骨
左 2 2 
右 1 1 

口蓋骨
左

スズキ 右

歯骨
左

右
1 

2 1 

角骨
左 1 
右

方骨
左 I 
右 2 

2 3 

最下 Sl Sl 5 10貝層貝層最下 Pl 5 10 貝層貝層貝層最下 I S3 S3 
層

―

-10 -20 下 層 下 下 層 ー10 -30 

I 1 I I I 
I | I 

I I I 1 I 2 

I 

1 1 1 
| | 

1 

I 

1 

1 
1 

l 

1 

| 
1 3 1 6 1 

1 2 1 1 2 1 2 

1 1 l 1 
2 1 1 3 

2 3 5 1 1 

4 1 1 5 

＋
1 2 
1 1 2 

2 1 1 
2 I 2 2 I 3 
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第4章 北原西貝塚の動物遺体

表11- 2 魚類遺体出土量(5 mm) 
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第4章 北原西貝塚の動物遺体

表11- 3 魚類遺体出土量(5 mm) 

地区 1 2 3 

層位 5 10 15 25 貝層
貝層 最下 Sl Sl 5 10 貝層

貝層 最下 Pl 5 10 貝層
貝層 貝層 最下 S3 S3 

下 層 -10 -20 下 層 下 下 層 -10 -30 

舌顎骨
左

1 l 

右

前鯉蓋骨
左

1 

右

主鯉蓋骨
左 l 1 1 I 1 1 1 

スズキ 右 3 1 1 I 1 1 l 1 1 2 

擬鎖骨
左 1 1 1 

右
第1椎骨

腹椎 1 1 1 2 

尾椎 2 4 1 1 2 1 

アジ科 尾椎 | | 1 I | | | 

プリ属 腹椎
1 

尾椎 1 | 
コショ
ウダイ 前上顎骨 右

属

主上顎骨
左

右 1 

前上顎骨
左

1 l 

右 1 1 1 1 3 

口蓋骨
左

右
左

ダ 歯骨
2 

イ 右 I 
1 

属 角骨
左

1 

右 1 1 

方骨
左 1 
右

主鯉蓋骨
左

右

前上顎骨
左

右
， 

ロ蓋骨
左

右

歯骨
左

マダイ
右

2 

角骨
左

1 

右
1 

方骨
左 1 
右

I 

前頭骨
上後頭骨 ー 1 1 

方骨
左

1 

右

前鯉蓋骨
左

タイ科 右 I

第 1椎骨 ー

腹椎 1 l 1 1 2 1 

尾椎 1 1 2 1 1 3 1 

主上顎骨
左

ウミタ 右
ナゴ科 第1椎骨 ー

尾椎
I 

ニベ科 腹椎 I I | | | 1 I | I I I 

主鯉蓋骨
左 I ポラ科 右

尾椎
ベフ科1 尾椎 I- I | I I | | | | I | | I 

ハゼ科 歯骨 I 
左

右 I I I I 
アイ

属
ゴ

腹椎 ー I I I I I I I | 
カ

属
マス 1 腹椎 | I | I I I I I | I 

ソウダ 腹椎 I I 1 I I 
ガツォ

属 尾椎 | | I 1 I | I 
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第4章北原西貝塚の動物遺体

表11- 4 魚類遺体出土量(5 mm) 

地区 4 5 SKO I SK03 一括 不明 計

層位 5 10 151貝層 貝層 最下 S4 S5 S5 5 10貝層 貝層 最下 集中 S6 S6 
貝層 貝層

下 層 -1 0 -15 -20 下 層 層 -15 -20 下

舌顎骨
左 1 l 

4 

右 1 1 2 

前鯉蓋骨
左 1 

2 

右 1 1 2 

主鯉蓋骨
左I 2 8 3 2 8 1 1 1 7 l 1 7 50 

スズキ 右3 4 4 1 4 1 1 2 1 ， 43 

擬鎖骨
左 1 2 l l 1 ， 

右 3 1 1 5 

第1椎骨 ー 1 1 1 1 1 5 

腹椎 5 6 1 1 7 1 1 3 30 

尾椎 - 3 2 4 4 4 18 1 2 8 5 62 

アジ科 尾椎 1 2 

プリ属 腹椎 1 
2 

尾椎 1 1 
3 

コショ
ウダイ 前上顎骨右 1 

1 

属

主上顎骨
左 1 

1 2 

右 l 3 1 6 

前上顎骨
左 1 2 4 ， 

右 2 1 1 11 

口蓋骨
左 1 

右 1 1 

左
ダ 歯骨

1 
2 5 

イ 右1 1 2 2 5 l 1 15 

属 角骨
左1 1 3 

右 1 
3 

方骨
左 1 I 1 l 1 6 

右1 1 1 
1 4 

主鯉蓋骨
左

1 1 

右 1 1 

前上顎骨
左

゜

右 1 l 
2 

口蓋骨
左

〇

右 1 1 

歯骨
左 1 

1 2 

マダイ
右 2 

1 5 

角骨
左

1 

右 1 
2 

方骨
左 1 1 3 

右 1 I 3 

前頭骨 2 1 3 

上後頭骨 ー 2 I 5 

方骨
左 I 

1 

右1 
1 

前鯉蓋骨
左 I 1 2 

タイ科 右 2 3 

第1椎骨 ー
1 1 2 

腹椎 1 2 2 2 l 1 4 1 21 

尾椎 - 4 1 2 3 1 I 1 4 l 3 7 36 

主上顎骨
左 I

1 1 

ウミタ 右
゜

ナゴ科 第1椎骨ー 1 
1 

尾椎 I 
I 

ニベ科 腹椎 | I | I | I | I | 1 

主鯉蓋骨
右
左 1 1 I 

2 

ボラ科
゜

尾椎 | l 2 3 

ベフ科？I 尾椎 I- | | I I I | I 1 1 

ハゼ科 I 歯骨 1
左
右 I I 

゜

1 1 

アイ
属ゴ I 腹椎 I- I I | I 1 1 

カ
属

マス I 腹椎 I- I I I I I 1 | I ］ 

ソウ：］
腹椎 I- I I I I I I 1 I 

ガッ

属 尾椎 l- I I I | I ］ 

- 47 -



第4章 北原西貝塚の動物遺体

表11- 5 魚類遺体出土量(5 mm) 

地区 1 2 3 

層位 5 I 10 15 25 貝層 貝層最下 Sl Sl 5 10 貝層 貝層 最下 Pl 5 10 貝層 貝層 貝層1最下 S3 S3 
下 層 -10 -20 下 層 下 下 層 -10 -30 

歯骨
左 1 
右

カツォ 腹椎 3 2 1 2 3 1 
尾椎 - 5 4 5 3 2 1 7 4 1 1 3 ， 1 1 3 

尾鰭椎骨 1 1 I 
マグロ

腹椎卜 I 属

主上顎骨
左
右

角骨
左
右

ヒ 左
ラ 方骨
メ 右

科 擬鎖骨
左 1 
右

第1椎骨
腹椎 1 1 
尾椎 2 3 2 1 1 1 1 3 1 2 1 

イシ 鱗 ？ I I ガレイ

主上顎骨
左
右

口蓋骨
左 l 
右

力 角骨
左

レ 右

イ 方骨
左 1 

科 右

舌顎骨
左
右 1 

第1稚骨
腹椎
尾椎 - 1 1 1 | 1 2 1 2 l 1 

ササウ
シノシ 尾椎
タ亜目

主上顎骨
左 1 1 
右

前上顎骨
左 2 5 2 1 1 1 3 1 2 8 3 1 
右 1 1 2 1 2 1 3 4 1 2 6 4 l 

ロ蓋骨
左 2 
右l 1 

歯骨
左l l 1 2 2 1 1 2 2 1 10 1 
右3 1 1 2 3 4 2 1 1 2 8 1 2 

フグ科 角骨
左 3 1 
右 1 I 

方骨
左 2 2 1 
右 2 1 1 

舌顎骨
左 2 I 

右 1 

主鰈蓋骨 左 1 
右 1 2 

腹椎
尾椎 - 1 I 1 1 1 

第1椎骨 ー I |
未同定 腹椎

尾椎 | 1 
計 I I 14 I 12 19 I 30 I 2 I 21 I 11 I 4 I 5 I 1 so I 33 I 1 I 16 I 1 1 40 I 20 \ 10s I 14 I 4 I 14 I 6 I 11 
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表11- 6 魚類遺体出土量(5 mm) 

地区

層位

カツオ

マ
属
グロ I 

ラ
メ
科

イシ
ガレイ

力

レ
イ
科

ササウ I
シノシ‘

タ亜目

フグ科

歯骨

腹椎
尾椎

5 

左

右

- 1 
尾鰭椎骨 ー

腹椎 I-
主上顎骨 左

右

角骨
左

右
左

方骨
右

擬鎖骨 左

右
第1椎骨

腹椎
尾椎 - 3 

鱗 ？ 

主上顎骨 左 I
右

口蓋骨 左

右

角骨
左

右

方骨
左

右

舌顎骨
左

右
第1椎骨 ー

腹椎 - 1 
尾椎 - 5 

尾椎

主上顎骨
左

右

前上顎骨
左 4 
右 4 

口蓋骨 左 2 
右

歯骨
左 3 
右 3 

角骨
左

右

方骨 左 2 
右 4 

舌顎骨
左

右

10 

2 

I 

1 
1 

1 

2 
1 

1 
1 

主鯉蓋骨 左

右
腹椎
尾椎 3 I I 

第 1椎骨 ー

未同定 腹椎
尾椎

4 

15貝層貝層 最下
下 層

4 
16 5 

1 

I 

1 
6 6 

I 

1 

1 1 
1 

5 7 2 

I
1 

2 10 ， 

I 12 16 
3 l 
4 4 
8 8 
7 ， 

2 

2 l 
1 1 

I 
1 1 
3 

2 
3 3 
5 7 l 

1 
l 

5 
S4 S5 S5 5 10 貝層貝層 最下

-10 -15 -20 下 層
l 

1 
2 1 

1 

I I I 
l 

1 2 

2 

1 
1 1 l 

1 7 11 I 

I I
1 

1 
1 
2 

1 ］ 

1 
2 
， 1 

1 I
2 

2 ， 

1 8 
l 4 1 

1 
6 

1 1 
1 2 

2 
1 3 
1 6 

1 1 
1 2 

1 
1 
2 
15 4 
1 

計 1 78 1 33 | 3 | 194| 172| 10 1 4 | 2 1 1 44 I 3 [ 242 j 31 I l 
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SKO 1 SKO 3 一括 不明 計
集中 S6 S6 貝層貝層
層 -15 -20 下

2 
゜

1 ]8 
11 1 12 101 

4 

I : 1 1 

1 
゜

3 

゜

2 
I 
1 

1 4 
1 4 

1 5 17 76 

1 1 

2 
1 1 

1 
〇

1 2 
1 

1 4 
3 
゜

1 
1 4 

5 
1 1 5 13 61 

1 

l 1 4 
3 6 

1 1 13 1 11 94 
1 1 6 ， 88 
2 l 1 18 

1 l 13 
l 1 15 7 76 
l 2 ， 1 1 73 

2 1 12 
1 1 2 8 
1 1 2 19 
1 1 2 22 

1 1 8 
6 

1 6 
1 1 1 ， 

2 10 
1 1 8 2 52 

l 
1 
2 

， 22 I 22 1441 1 4 1 I 2 159 1632 



第4章 北原西貝塚の動物遺体

表12- 1 魚類遺体出土量(1 ~ 5 mm) 

A 
東西

B C 
5mm 2. 5mm 1mm 5mm 2. 5mm 1mm 5mm 2, 5mm 1mm 

アカエイ科 歯 I - 1 
板鯉亜綱I 椎骨 I- 3 11 1 2 5 4 

角骨 左 1 
右

ウナギ 方骨 左
右

腹椎 2 6 5 8 2 1 
尾椎 1 23 6 7 2 18 

アナゴ科 腹椎 8 2 6 
尾椎 12 4 8 1 6 3 
腹椎 4 216 4 149 4 576 

ニシン科 尾椎 2 401 52 398 33 1056 
第2椎骨 4 

角骨 右 1 
マイワシ 第1椎骨 14 11 48 

第2椎骨 12 10 59 
サッパ I 第1椎骨 1 

方骨 左
右 1 コノシロ

第1椎骨 1 3 1 4 
第2椎骨 2 3 2 8 

角骨 左 1 
右カタクチ

第1椎骨 17 ， 23 イワシ
腹椎 386 262 429 
尾椎 384 305 612 

歯骨 左
右 1 

咽頭骨 左 2 
ニイ科 右

第1椎骨 1 1 
腹椎 2 14 7 1 12 
尾椎 2 1 3 3 

アユ 腹椎 1 - 1 
エゾイソ 腹椎 I - 1 

アイナメcf.
トウゴロウ

腹椎 3 
イワシ科？

サヨリ属 腹椎 1 15 2 16 16 
尾椎 - 8 ， 1 7 

ダツ科 I 尾椎 1 

主上顎骨 左 l 
右 1 1 

前上顎骨 左 1 1 1 
右 l 1 

フサカサゴ 角骨 左

科 右

方骨 左 2 2 3 1 
右 1 1 2 

第1椎骨 4 1 2 2 10 
腹椎 7 17 3 12 5 51 
尾椎 8 39 11 39 1 14 92 

ホウボウ科I 尾椎 1 

主上顎骨 左
右 2 

前上顎骨 左 1 
右 1 

ロ蓋骨 左
右 1 

歯骨 左 1 
コチ科 右 1 

方骨 左
右 1 

前鯉蓋骨 左 1 1 
右 1 

第1椎骨
腹椎
尾椎
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D A B C D 計
5mm 2. 5mm 1mm 計 計 計 計

゜ ゜ 1 ゜ 1 
2 14 8 4 2 28 

1 ゜ ゜ ゜ 1 
゜ ゜ ゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜ ゜ ゜

1 ゜ ゜ ゜ 1 l 
1 1 8 13 3 2 26 

8 24 13 20 8 65 
7 1 8 2 6 8 24 
， 21 16 ， ， 30 64 
3 123 220 153 580 126 1079 

1 12 192 403 450 1089 205 2147 
4 4 ゜ ゜ 4 8 

゜ ゜ 1 ゜ 1 
6 14 11 48 6 79 

1 3 12 10 59 4 85 
1 ゜ ゜ ゜ 1 

1 ゜ ゜ ゜ 1 1 
1 ゜ ゜ ゜ 1 

1 4 1 4 1 10 
3 5 2 8 3 18 

゜ 1 ゜ ゜ 1 
゜ ゜ ゜ ゜ ゜

28 17 ， 23 28 77 

483 386 262 429 483 1560 
617 384 305 612 617 1918 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜

゜ 1 ゜ ゜ l 
゜ ゜ 2 ゜ 2 

1 ゜ ゜ ゜ 1 1 
1 ゜ 1 ゜ 2 

10 16 7 13 10 46 
1 7 2 4 3 8 17 

1 ゜ ゜ l 1 2 

゜ ゜ 1 ゜ 1 

゜ ゜ 3 ゜ 3 

2 16 18 16 2 52 
2 8 ， 8 2 27 

゜ ゜ 1 ゜ 1 
1 ゜ 1 ゜ 1 2 

゜ 1 1 ゜ 2 
1 1 1 1 1 4 
1 1 ゜ 1 1 3 
1 ゜ ゜ ゜ 1 1 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜

1 2 5 1 1 ， 

1 1 2 ゜ 4 
4 3 12 ゜ 19 

1 ， 24 15 56 10 105 
3 24 47 50 107 27 231 

1 ゜ ゜ ゜ 1 
゜ ゜ ゜ ゜ ゜

1 ゜ 2 ゜ 1 3 
゜ 1 ゜ ゜ 1 
1 ゜ ゜ ゜ 1 
゜ ゜ ゜ ゜ ゜

゜ ゜ 1 ゜ 1 
1 ゜ ゜ ゜ 1 
゜ l ゜ ゜ 1 
゜ ゜ ゜ ゜ ゜

゜ l ゜ ゜ l 
゜ 1 1 ゜ 2 

1 ゜ l ゜ 1 2 
1 1 ゜ ゜ ゜ 2 2 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜

1 ゜ ゜ ゜ 1 1 



表12- 2 魚類遺体出土羅(1 ~ 5 mm) 

A 

東西
B C 

5mm 2. 5mm 1mm 5mm 2. 5mm 1mm 5mm 2. 5mm 1mm 

主上顎骨

前上顎骨

口蓋骨

アイナメ属 歯骨

角骨

方骨

第1椎骨
腹椎
尾椎

キス属 尾椎

主上顎骨

前上顎骨

口蓋骨

歯骨

角骨

スズキ 方骨

舌顎骨

前鯉蓋骨

主鯉蓋骨

擬鎖骨

第1椎骨
腹椎
尾椎

第1椎骨
ムツ属 腹椎

尾椎

主上顎骨

前上顎骨

マアジ？ 歯骨

第1椎骨
腹椎
尾椎
稜鱗

プリ属 方骨
腹椎

コショウ
1前上顎骨ダイ属

ヘダイ I 方骨

主上顎骨

前上顎骨

口蓋骨

左
右
左
右
左
右
左
右
左
右
左
右

左
右
左
右
左
右
左
右
左
右
左
右
左
右
左
右
左
右
左
右

左
右
左
右
左
右

？ 
右

右

右
左
右
左
右
左
右クロダイ属

歯骨門右

角骨 左
右

方骨 左
右

2 

3 
1 

1 

3 
2 

1 

2 

2 
1 

4 
2 

1 

1 

1 

1 
1 
2 2 1 
1 1 

I 

1 
1 
1 

l 
l 1 

l 1 1 
1 1 1 
2 2 2 2 3 1 
4 2 5 4 7 2 

2 2 
1 

l 1 1 1 
2 2 2 1 
1 

2 1 1 I 
3 3 1 

1 
1 1 1 

3 1 4 

1 1 
1 

1 1 
1 2 1 

18 4 
2 1 2 ， 1 8 2 

4 l 6 
22 20 1 20 
36 1 21 33 

1 
1 

1 
1 

1 1 
11 19 1 19 

2 17 2 14 29 
2 3 8 

2 

1 
2 1 2 1 

2 1 1 1 
1 1 

1 
2 

1 
1 

1 
2 1 1 
1 
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第4章北原西貝塚の動物遺体

D A B C D 計
5mm 2. 5mm I血n 計 計 計 計

゜ ゜ 1 ゜ 1 
1 ゜ ゜ ゜ 1 

l 2 2 1 1 6 
1 1 ゜ ゜ 2 

1 〇 〇 1 1 2 
1 〇 〇 〇 1 1 

゜ 1 ゜ ゜ 1 
1 ゜ ゜ ゜ 1 
1 ゜ ゜ ゜ l

1 ゜ ゜ l 1 2 
゜ ゜ 2 ゜ 2 
1 1 1 ゜ 3 

1 1 ゜ 2 1 4 
1 2 6 4 4 3 17 
4 12 6 ， ， 16 40 

1 ゜ ゜ ゜ 1 1 
1 ゜ 4 ゜ 1 5 

I ゜ 1 ゜ 1 2 
4 2 1 ゜ 7 
3 4 1 ゜ 8 
1 〇 〇 〇 1 
〇 〇 〇 〇 〇

゜ 3 2 ゜ 5 
1 3 4 ゜ 8 
゜ ゜ ゜ ゜ ゜

1 ゜ ゜ 1 1 2 
1 2 3 2 1 3 ， 

1 1 5 1 4 2 12 
゜ ゜ ゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜ ゜ ゜

1 ゜ ゜ ゜ 1 
゜ ゜ ゜ ゜ ゜

1 2 1 1 1 5 
゜ ゜ 1 ゜ 1 
2 ゜ ゜ ゜ 2 

1 2 1 ゜ 1 4 
1 ゜ 3 1 1 5 
2 22 ゜ 4 2 28 
4 5 12 10 4 31 

4 1 6 ゜ 11 
6 22 20 21 6 69 
6 36 22 33 6 97 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜

゜ 1 ゜ ゜ 1 
゜ ゜ 1 ゜ 1 
゜ ゜ ゜ ゜ ゜

゜ ゜ 1 ゜ 1 
゜ ゜ 1 ゜ 1 

2 ゜ 2 ゜ 2 4 
， 11 19 20 ， 59 

15 19 16 29 15 79 
2 3 8 ゜ 13 
2 ゜ ゜ ゜ 2 
1 ゜ ゜ ゜ 1 

1 ゜ ゜ ゜ 1 1 

゜ 1 ゜ ゜ 1 
2 3 1 ゜ 6 

1 ゜ ゜ ゜ 1 1 
2 3 ゜ ゜ 5 
1 1 1 ゜ 3 
〇 1 〇 〇 1 

l ゜ 2 ゜ 1 3 
゜ ゜ ゜ ゜ ゜

1 1 ゜ ゜ 2 
1 ゜ ゜ ゜ 1 

l ゜ 1 ゜ 1 2 
2 2 1 l 2 6 

1 ゜ ゜ ゜ 1 



第4章 北原西貝塚の動物遺体

表12-3 魚類遺体出土量(1 ~ !J mm)

A 
東西

B C 
5mm 2. 5mm 1mm 5mm 2. 5mm 1mm 5mm 2. 5mm 1mm 

主上顎骨
左
右

前上顎骨
左
右

マダイ 歯骨
左
右

角骨
左
右

方骨
左
右

方骨
左
右

タイ科 第1椎骨
腹椎
尾椎

主上顎骨
左
右

歯骨
左

ウミタナゴ 右
左

科 方骨
右

第1椎骨
腹椎
尾椎

主上顎骨 左
右

前上顎骨
左
右

角骨
左
右

方骨
左

ボラ科 右

舌顎骨
左
右

第1椎骨
腹椎
尾椎

涙骨
左
右

ニシキ I Iギンポ科 尾椎 ー

主上顎骨 1
左
右

前上顎骨 左
右

歯骨
左
右

角骨
左

ハゼ科 右

方骨
左
右

主鯉蓋骨
左
右

第1椎骨
腹椎
尾椎

カマス属 腹椎
尾椎

I第1椎骨
サバ属 腹椎

尾椎

方骨
左
右

カツォ 第1椎骨
腹椎
尾椎

1 

l 

1 

1 3 
5 
1 

1 

4 

1 

8 
15 
2 
1 

1 

1 
1 

1 

1 

1 
2 

l 

2 1 

l 
1 2 

1 

1 
1 

1 
15 5 21 8 6 
3 I 1 10 4 2 
1 

l 

| 
| 1 

1 
1 

3 3 2 7 ， 

1 1 6 

1 
l 

2 
3 

1 1 
4 

6 12 

2 

， ， 7 15 26 
10 7 4 29 23 

1 
1 

1 3 1 

1 
2 1 
1 1 1 

1 3 
1 l 1 
1 2 
1 1 

3 
1 1 

4 

1 12 
15 3 14 42 
20 3 26 66 

1 1 
3 

1 
8 5 1 10 
3 1 2 12 

2 
5 1 
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D A B C D 計
5mm 2. 5mm 1mm 計 計 計 計

゜ ゜ ゜ ゜ ゜

゜ 1 ゜ ゜ 1 
゜ ゜ ゜ ゜ ゜

1 2 1 ゜ 4 
゜ ゜ ゜ ゜ ゜

゜ ゜ 1 ゜ 1 
゜ 1 2 ゜ 3 
1 ゜ ゜ ゜ 1 
゜ ゜ 1 ゜ 1 
1 ゜ ゜ ゜ l 
゜ 1 ゜ ゜ 1 
゜ ゜ 1 ゜ 1 
゜ 1 ゜ ゜ 1 

1 19 26 14 l 60 
1 8 11 6 l 26 

1 2 ゜ ゜ 1 3 
゜ ゜ ゜ ゜ ゜

1 ゜ ゜ ゜ 1 1 
1 1 ゜ ゜ 1 2 

1 1 ゜ ゜ 1 2 3 
゜ ゜ 1 ゜ 1 

1 ゜ 1 ゜ 1 2 
6 3 3 5 16 ， 33 
5 8 4 1 7 13 25 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜

゜ ゜ l ゜ 1 
゜ ゜ l ゜ 1 
゜ ゜ 2 ゜ 2 

1 1 ゜ 3 1 5 
3 ゜ 1 1 3 5 
1 ゜ ゜ 4 1 5 

゜ 6 12 ゜ 18 
l ゜ ゜ ゜ 1 1 
1 ゜ ゜ 2 1 3 

1 ゜ ゜ ゜ 1 1 
15 31 17 16 41 46 120 
18 18 25 11 52 36 124 

2 ゜ 1 ゜ 3 
1 ゜ 1 ゜ 2 

2 1 3 1 2 7 

3 ゜ ゜ 1 3 4 
1 ゜ 2 1 1 4 
2 ゜ 1 2 2 5 

1 1 ゜ ゜ 4 2 6 
5 1 1 1 5 8 
3 1 ゜ 2 3 6 

1 1 2 ゜ 1 2 5 
2 ゜ ゜ 3 2 5 
1 ゜ 1 1 l 3 
2 ゜ ゜ 4 2 6 

1 1 ゜ ゜ ゜ 2 2 
1 ゜ ゜ ゜ 1 1 
1 13 1 ゜ 12 14 27 
2 93 16 17 42 95 170 

125 21 29 66 125 241 
2 1 ゜ 1 1 3 5 

゜ ゜ 3 ゜ 3 
゜ 1 ゜ ゜ 1 
， 5 11 ゜ 25 
3 3 12 ゜ 18 
゜ ゜ ゜ ゜ ゜

1 ゜ ゜ ゜ 1 
゜ ゜ ゜ ゜ ゜

1 ゜ 2 ゜ 3 
7 2 6 ゜ 7 15 



表12- 4 魚類遺体出土量(7 ~ 5 mm) 

A B 
5mm 2. 5mm 1mm 5mm 2. 5mm 1mm 

主上顎骨 左
右 1 

角骨 左
ヒラメ科 右 l 

第1椎骨
腹椎 1 

尾椎 1 1 3 
イシガレイ 鱗 I? 2 

主上顎骨 左
右 1 

前上顎骨 左 1 
右

口蓋骨
左 1 l 

右 1 

歯骨 左
カレイ科 右 1 

角骨 左 1 
右 2 

方骨 左 1 
右 1 

第1椎骨 1 1 
腹椎 2 l 

： 

舌
尾

尾
顎
椎

椎
骨

1 12 I 2 1 
ササウシ 右

ノシタ亜目
カワハギ科 背鰭棘I 1 

主上顎骨 左
右

前上顎骨 左 3 2 4 
右 2 3 1 2 

口蓋骨 左 1 5 1 
右 3 1 

歯骨 左 3 4 3 3 
右 2 4 1 2 

フグ科 角骨 左 1 1 1 2 1 
右 1 2 

方骨 左 1 1 3 
右 3 4 1 

舌顎骨 左 1 
右 l 2 

主鯉蓋骨 左 1 1 
右

腹椎 1 2 2 
尾椎 4 18 10 1 25 19 

主上顎骨 左 1 
右 1 

歯骨 右 2 

方骨 左 1 1 
右 1 

第1椎骨 3 1 
未同定 椎骨 1 3 

腹椎 1 6 1 
尾椎 4 1 1 5 

椎骨B 1 
椎骨c

椎骨D 1 1 
椎骨E

その他

計 56 227 1805 39 255 1509 

東西
C 

5mm 2. 5mm 1mm 

1 
1 

2 6 

1 

1 

1 1 
6 1 
l 

3 

1 
3 
1 1 1 
1 3 
1 2 
2 5 
1 1 

1 
3 1 

1 
2 
1 

1 
4 1 

39 20 

1 
1 
3 
8 
3 

1 4 

1 
1 

26 266 3499 

- 53 -

第4章 北原西貝塚の動物遺体

D A B C D 計
5mm 2. 5mm 1mm 計 計 計 計

゜ ゜ ゜ ゜ ゜

1 ゜ ゜ ゜ 1 
゜ ゜ 1 ゜ 1 
゜ 1 1 ゜ 2 

2 1 ゜ ゜ ゜ 3 3 
1 ゜ ゜ ゜ 1 

1 2 3 8 1 14 
1 2 ゜ ゜ 1 3 

゜ ゜ 1 ゜ 1 
゜ 1 ゜ ゜ l 

1 ゜ ゜ ゜ 1 
゜ ゜ 1 ゜ 1 

1 1 1 〇 1 3 
1 1 〇 〇 1 2 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜

1 ゜ ゜ ゜ 1 
1 ゜ ゜ ゜ 1 
2 ゜ ゜ ゜ 2 

1 ゜ 1 ゜ 1 2 
1 ゜ ゜ ゜ 1 
゜ 2 ゜ ゜ 2 

1 1 2 1 2 2 7 
1 2 1 14 3 7 4 28 

゜ ゜ 1 ゜ 1 
゜ ゜ 3 ゜ 3 
゜ 1 ゜ ゜ 1 
゜ ゜ ゜ ゜ ゜

1 ゜ ゜ ゜ 1 1 
2 1 3 6 1 3 13 
2 2 5 3 3 4 15 
2 3 1 6 3 5 15 

2 ゜ 4 4 2 10 
2 7 6 3 2 18 

2 2 6 3 7 4 20 
1 3 3 2 1 ， 

1 2 1 ゜ 4 
1 1 1 4 4 2 11 

1 1 3 5 ゜ 2 10 
2 ゜ 1 1 2 4 
2 1 2 2 2 7 

2 2 ゜ 1 2 5 
゜ ゜ l ゜ 1 

3 1 4- 5 3 13 
33 13 32 45 59 46 182 

1 ゜ ゜ ゜ 1 
゜ 1 ゜ ゜ 1 
゜ 2 ゜ ゜ 2 
1 1 1 ゜ 3 
1 ゜ 1 ゜ 2 
3 1 3 ゜ 7 

5 1 3 8 5 17 
1 3 7 1 3 4 15 

1 2 5 6 5 3 19 
1 1 ゜ ゜ 1 2 

゜ ゜ 1 ゜ 1 
1 1 1 ゜ 3 

1 ゜ ゜ ゜ 1 1 
゜ ゜ ゜ ゜ ゜

33 185 1969 2088 1803 3791 2187 9869 
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表13 魚類遺体計測結果

種名 フグ科 スズキ マイワシ コノシロ ムツ属

計測点 歯骨裔 推定体長 歯骨高 推定体長 第1椎骨 第 1椎骨 第 1 椎骨
横径 横径 横径

採取区分 5mm 1~5mm 5mm 1~5mm 5mm 1~5皿 5mm 1~5皿n 1~5mm 1~5mm 1~5皿n

標本数 56 2 56 2 84 6 84 6 72 ， 10 

平均 10.2 5.9 22.6 12.9 7.2 5.6 47.6 36. 7 1. 7 3. 2 1. 9 

標準偏差 2.06 0. 14 4. 59 0. 32 1. 71 1.50 11. 26 9.90 0.29 0.34 0. 30 

最大 16. 17 5. 96 35.88 13. 10 12. 62 7. 19 83.24 47.42 3. 14 3. 73 2. 50

最小 6. 48 5. 76 14.26 12.66 4. 17 3. 12 27.50 20. 58 1. 21 2. 79 1. 54

フグ科 スズキ マイワシ コノシロ ムツ属

歯骨高 推定体長 歯骨高 推定体長 第 1椎骨 第1椎骨 第1椎骨
横径 横径 横径

mm 5mm 1~5mm cm 5mm 1~5mm mm 5mm 1~5mm cm 5皿n 1~5皿n mm 1~5mm mm 1~5mm mm 1~5mm 

5.0 ゜ ゜ IO. 0 ゜ ゜ 3.0 ゜ ゜ 20. 0 ゜ ゜ 1.0 ゜ 2. 0 ゜ 1.0 ゜

5.5 ゜ ゜ 15.0 l 2 3. 5 ゜ 1 25.0 ゜ 1 1. 2 ゜ 2.2 ゜ 1. 2 ゜

6.0 ゜ 2 20. 0 18 ゜ 4.0 ゜ ゜ 30.0 3 ゜ 1.4 6 2.4 ゜ 1. 4 ゜

6.5 1 ゜ 25.0 19 ゜ 4. 5 3 ゜ 35. 0 6 2 1.6 17 2.6 ゜ 1. 6 1 

7.0 1 ゜ 30.0 14 ゜ 5.0 I ゜ 40.0 12 ゜ 1.8 21 2. 8 l 1.8 2 

7.5 2 ゜ 35. 0 3 ゜ 5. 5 7 2 45.0 17 1 2. 0 18 3.0 2 2. 0 4 

8.0 3 ゜ 40.0 l ゜ 6.0 ， ゜ 50.0 17 2 2.2 8 3.2 2 2.2 ゜

8. 5 3 ゜ 45.0 ゜ ゜ 6. 5 12 l 55.0 11 ゜ 2. 4 I 3.4 2 2.4 2 

9.0 8 ゜ 50.0 ゜ ゜ 7.0 7 1 60.0 8 ゜ 2.6 ゜ 3.6 ゜ 2.6 1 

9.5 5 ゜ 7. 5 13 1 65.0 3 ゜ 2.8 ゜ 3. 8 2 2. 8 ゜

10.0 3 ゜ 8.0 11 ゜ 70.0 3 ゜ 3.0 ゜ 4. 0 ゜ 3.0 ゜

10. 5 4 ゜ 8.5 6 ゜ 75.0 1 ゜ 3.2 1 4.2 ゜ 3. 2 ゜

11. 0 6 ゜ 9. 0 4 ゜ 80.0 1 ゜ 3.4 ゜ 4.4 ゜ 3. 4 ゜

11. 5 6 ゜ 9. 5 4 ゜ 85. 0 2 ゜

12.0 5 ゜ 10. 0 ゜ ゜ 90.0 ゜ ゜

12. 5 2 ゜ 10.5 3 ゜

13.0 1 ゜ 11. 0 1 ゜

13. 5 2 ゜ 11. 5 1 ゜

14.0 l ゜ 12. 0 ゜ ゜

14. 5 1 ゜ 12 、 5 1 ゜

15.0 1 ゜ 13.0 1 ゜

15.5 ゜ ゜

16.0 ゜ ゜

16. 5 1 ゜
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表14 鳥獣類集計

1~5mm 

NISP MNI 

ヘビ亜目 2 1 

カイツプリ科 ゜ ゜

カモ科 2 1 

キジ属 1 1 

カラス科 ゜ ゜

鳥類 1 

げっ歯類 3 1 

ノウサギ ゜ ゜

タヌキ 1 1 

キツネ 1 1 

イヌ ゜ ゜

カワウソ ゜ ゜

イノシシ ゜ ゜

シカ 1 1 

計 12 7 

5mm 

NISP 

゜

1 

17 

3 

1 

12 

゜

2 

3 

2 

4 

1 

22 

13 

81 

MNI 

゜

1 

3 

1 

l 

゜

1 

1 

1 

2 

1 

3 

1 

16 
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5mm NISP 

その他

9% 

図23 鳥獣類組成
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表15- 1 爬虫類・鳥類・哺乳類遺体一覧(5 mm) 

種名 部位 左右 位置 数地点名 層名 mm 資料No. 備考・計測値(mm)
カイップリ科 中足骨 右 遠位端 1 S6 -15 5 2002 

右 近位端 1 不明 5 2005 大
烏口骨 左 遠位端 1 2 -10 5 2004 大

左 近位端 l 4 II 現場 2003 中
肩甲骨 左 近位端 1 S4 -10 5 2006 中

右 遠位端 1 4 Il下l 5 2012 中
左 遠位端 1 3 II 5 2009 中

上腕骨 左 遠位端 1 4 II下1 5 2010 中
左 近位端 1 2 Il 5 2007 中

カモ科 左 近位端 l 2 II 5 2008 中
撓骨 右 近位端 1 4 II下l 5 2013 中

右 近位端 1 3 II 5 2016 中

中手骨 右 近位端 1 4 Il下1 5 2017 中
右 近位端 1 5 ]J 5 2018 中
左 近位端 1 1 -10 5 2015 中

歴骨 右 遠位端 1 4 n 下l 5 2020 中
右 近位端 1 Il 5 2019 中

中足骨 左 遠位端 1 5 IIス 5 2021 大

烏口骨 左 近位端 1 4 -10 5 2023 
キジ属 左 近位端 1 5 II 5 2022 焼け

尺骨 左 遠位端 1 5 JI 5 2024 
キジ属？ 腔骨 左 骨幹部 1 S6 -20 5 2041 
カラス科 腟骨 左 近位端 1 4 Il下2現場 2026 

上腕骨 左 骨幹部 1 4 II下1 5 2037 
撓骨 ？ 骨幹部 l 1 -5 5 2040 

1 2 Pl 5 2027 
2 4 Il下2 5 2034 
1 4 II下l 5 2030 

鳥類 1 4 -5 5 2028 
椎骨 2 4 -10 5 2029 

1 5 IIス 5 2032 
1 5 n 下1 5 2033 
2 5 Il 5 2031 
1 不明 5 2036 

ノウサギ 歯 ？ 1 5 ]Jス 5 2046 
上腕骨 左 遠位端 1 2 II 5 2047 焼け

キツネ 下顎骨 左 C 1 2 II 5 2053 
左 Px2xxM12x 1 II 現場 2054 

上顎骨 右 Ml 1 II 現場 2051 
タヌキ

頚椎 1 3 Il下1 5 2049 
1 II 現場 2048 

上顎骨 右 m2 1 3 II 5 2059 
左 m2 1 5 II 5 2058 イヌ 左 Ml 1 II下1現場 2056 下顎骨 左 M2 1 4 II下1 5 2057 

キツネ／イヌ 下顎骨 左 関節突起 1 2 II 5 2055 
カワウソ 上腕骨 左 遠位端 1 4 Il下2 5 2060 

上顎骨 右 M�! 1 3 II下l 5 2067 
右 C 1 4 -10 5 2066 早

左 [IlZxCPxxxx] 1 4 II下2現場 2062 か。 左は5区lI層出土
右 「Ix2xCPxxxx]

下顎骨 左 [Il2xCxPxx34Ml23] 1 3 JJ 現場 2063 Ml :VJ]], M2: III 
右 「112xCxPx234Ml23
左 I 2 1 5 Il 現場 2064 
左 P3 l 4 -5 5 2065 

軸椎 1 II 現場 2068 LCDe:53. 37, BFcr:57. 28, 
BFcd:36. 38 

頚椎 1 Il下1現場 2069 
イノシシ 胸椎 1 S6 -15 5 2070 

肩甲骨 右 近位端 l 4 II 5 2071 SLC:28.50 
左 遠位端 1 5 Ilス 5 2075 

上腕骨 右 遠位端 1 2 -5 5 2073 
右 遠位端 1 S6 -20 5 2072 焼け

尺骨 右 近位端 1 SKOl 現場 2074 
誹骨 右 骨幹部 1 2 II 5 2076 

踵骨 右 1 4 II下1 5 2078 
左 1 II下1現場 2077 

中手／ ？ 遠位端 1 3 -5 2080 
中足骨 ？ 骨幹部 1 n 下1現場 2079 
中節骨 ？ 近位部 ー遠位端 1 2 II下1現場 2083 
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表15- 2 爬虫類・鳥類・哺乳類遺体一覧(5IlInl)

種名 部位 左右 位置 数地点条 層名 mm 資料No.

末節骨
、う』 1 S6 
？ 1 イノシシ

撓側手根 左 l 4
撓側手根 左 1 3 
前頭骨十 左 角座骨含む l 5
頭頂骨

？ 破片 1 1 
？ 破片 1 3 
？ 破片 3 4 
？ 破片 1 4 
？ 破片 12 5 
？ 破片 1 Sl 

角 ？ 破片 1 杢明
？ 破片 1 不明
？ 破片 4 
？ 破片 1 
？ 1 4 
？ 1 S4 
？ 1 S5 

シカ 下顎骨 左 [M2 (M3) J l 5 
上腕骨 左 遠位端 1 S3 

撓骨 左 破片 1 4 
左 骨幹部 l 

寛骨 左 恥骨 1 3 
大腿骨 左 近位端 l 

腔骨 左 遠位端 1 4 
膝蓋骨 左 l 

距骨 右 1 5 
踵骨 右 ］ S2 

第3足根 右 1 5 
中心 •第 左 l 5 4足根

中手／ ？ 破片 ］ S3 
中足骨

中足骨 左 遠位端 1 S4 
左 近位端 1 2 

椎体 1 5 
胸椎 椎体 1 5 

棘突起 1 2 
イノシシ 腰椎 椎体 1 不明
／シカ 棘突起 I 

肋骨 ？ 近位端 1 不明
上腕骨 右 遠位端 1 4 
腔骨 ？ 破片 1 

海獣類？ ？ ？ ？ 1 

表17 爬虫類·鳥類・哺乳類遺体一覧(5 ~ 1 mm) 

種名 部位 左右 位置 数 地点名
ヘビ亜目 椎骨 l 

1 

カモ科 上腕骨 左 遠位端 1 
撓骨 左 近位端 1 

キジ属 中手骨 左 遠位端 1 
鎖骨 ？ 破片 1 

鳥類
上腕骨 右 骨幹部 l 
撓骨 ？ 骨幹部 1 東西
椎骨 1 

げっ歯類 尺骨 右 1 

ネズミ科 歯 ？ 1 
距骨 左 1 

キツネ 距骨 右 1 
タヌキ 上顎骨 右 C l 
シカ 大腿骨 右 遠位端 1 

-20 5 2085 
Il 5 2084 
-5 5 2082 
-5 5 2081 

II下1現場 2086 
-15 5 2095 
II 現場 2099 
-5 5 2096 

-10 5 2094 
n 現場 2089 

-1 0 5 2098 
5 2093 

2097 
]]下l現場 2091 

現場 2092 
II 現場 2088 

-15 現場 2090
-20 2087 
n 下1現場 2100 
-40 現場 2101

Il下1現場 2102 
現場 2103 

-10 5 2104 
II 現場 2105 
II 現場 2108 

II下1現場 2107 
IIス 翌場 2109
-10 現場 2110
I1 5 2115 

II下1現場 2114 

-20 現場 2113

-15 現場 2111
]1 5 2112 
Il 5 2116 
Il 5 2117 
Il 5 2118 

現場 2119 
現場 2120 

5 2121 
且下1 5 2122 

II 現場 2123 
II 現場 2061 

層名 mm 資料No.
C 2 2001 
A 2 2000 
A 5 2,011 
A 2 2014 
A 5 2025 
D 2 204-2 
C 現場 2038 
C 2 2039 
B 1 2035 
A 1 2044 
B 1 2043 
B 1 2045 
D 現場 2052 
A 5 2050 
［） 現場 2106 

第4章 北原西貝塚の動物遺体

備考・計測値(mm)

石斧による切断痕？

擦切り痕あり？
焼け

加工品

加工痕あり？
擦切り痕あり

奇形？
半裁？
M2:5 

BD:45. 09 

BD:41.42 
GL:41. 24 GB:33. 93 

BD:27. 75,Gll:45. 78 

BD:35. 82 

焼け

備考・計測値(mm)

コガモよりやや小
ホシハジロと同大

小形

［ ］＝顎骨残存範囲。 （ ） ＝末萌出。 X＝脱落。 計測点はDriesch (1976)、 イノシシ咬耗指数は林ほか(1977)、 シ
力咬耗指数は大泰司(]980)による。 カモ類： 「大」＝マガモと同大。 「中」＝ミコアイサと同大。
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第5章 ま と め

1. 出土土器について

本調査で出土した士器の中心は第1· 2地点で出土した土器の多くは縄文時代前期前半に相当するIl群

土器である。 特に第1地点からは比較的多くの土器が出土している。 これらは本遺跡から約 4l011 の位置に

所在する宮田貝塚の調査報告の中で「宮田第III群土器」（竹島ほか1975)と分類されたものに相当する。

「宮田第III群土器」は、 地文としてル ー プ文、 羽状縄文を持つ前期初頭の土器として分類されたも

のであるが、 その特徴として 「地文として層状ル ー プ文の盛行、 それに重層的に併用される羽状縄文

や斜行縄文、 さらに各種幾何学的な文様帯の構成」などが指摘された。 このことは、 大木l式や関山

式との比較から、 地域的な特徴を示す土器群として注目されてきた（注1)。

だが、 現在、「宮田第m群土器」は、 大木1式とされているもの（興野1967等）に対し、 明らかな差異

が指摘されながら、 型式としては定まっていない状況にある。 このことには、 当初の 「宮田第III群土器」

の中に時間差が認められること、 文様をもつものと地文だけで構成されるものを一括して、 大木1式や関

山式に対する型式として妥当であるかという問題等が内在している。

しかしながら、 当初の「宮田第1ll群土器」は、 当地方では段ノ原B遺跡（吉田ほか1995)等でま

とまった資料が出土しており、 吉田秀享による詳細な編年も提示されている（吉田1995 • 1997) ,. こ

こでは、 この論考を参考に、 若干の検討を加えてみたい。

第1地点出土土器は、 表土(I層）、 貝層中(Il層）、 貝層下(III層上面・田層中）から出士したも

のがあり、 時間差があるものと考えられる。 しかしながら、 条痕文土器等前段階の土器は含むが、 1 

層出土土器も含め 、 明瞭な新しい型式が含まれていない。 また、 貝層は連続した堆積であり、 大きな

時間差を 認めにくい。 これらのことから、 第1地点出土土器は、 ある一定の時間幅は持つ可能性があ

るが、 比較的一括性の高い土器群と言うことができよう。

第1地点のIl~III層出土土器のうち、 Il群土器の地文について、 本報告書記載分類に基づき、 5(.:m

以上残存しているもの（大小いずれも1として積算）をカウントし、 固24を作成した （注2) 。

最も多いのは0段多条等の単斜縄文である。 これには、 実際は羽状縄文であるものが含まれている

可能性があるが、大きな変更がないものと見込まれる。結束羽状縄文は非結束羽状縄文より多い。 ル ー

プ文、組紐文、異節斜縄文も 一定量含まれており、

特に、 段ノ原B遺跡に比較すると組紐文や異節斜

縄文の割合が高いことが認められる。

当該期の地文の変遷としては先に掲げた吉田に

よる詳細な分析がある（吉田1995·1997)。 これ

によると、 大きくは結束羽状縄文からル ー プ文へ

の変遷が指摘されている。 このことは、 福島市獅

子内遺跡での分析でも時期差と指摘された点であ

る（鈴鹿1999)。 また、 吉田の分析では、 組紐文

や異節斜縄文は新しい要素とされている。

このことから、 第1地点II~III層出土土器は、

吉田のIII期に相当し、 段ノ原B遺跡の中では新し

IL, ー ブ文(cl
16� 

そのlt!l(f)
3% 

箪糾は文(d

36` 

N=391 

図24 第1地点出土土器地文組成
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い段階に位置すると考えられる（注3)。 しかし、 当土器群では結束羽状縄文が多いことも指摘でき、

各縄文の使用度については、 地域差や遺跡差として考えることも必要であろう。

では、 次に文様を持つ且群1類土器について、 検討してみる。 当土器群ではいずれも「S字状」や花積

下層式的な 「蕨手文」を有するものはない。 特に1は、 山形文が多段化しており、 文様構成から見ると、

吉田のm期に該当し、 波底部の小波状突起も当該期の要素である。

しかしながら、 当士器群では、 ル ー プ文が多段（重層）化するものはあるが、 ル ー プ文で幾何学的文様

を持つもの、 またはル ー プ文等を磨り消して文様帯を構成するものは確認していない。 吉田の1II期の「幾

何学的文様」（山形文・鋸歯状文・蕨手状〔波状〕）を呈していても、 これらは剌突文によるものである

(1 ~ 3 • 8 · 82 · 104 · 107)。 資料数の問題はあるが、 このことを時期差と考えると、 ル ー プ文等地文

で文様を描くものが次段階に引き継がれないことから、 吉田の1II期の文様変遷の中でも刺突文で施すも

のが残存する要素であることが指摘できる。 また、他に全面的に刺突を施すタイプがある(83·105·106)。

注目されるのは、 5である。 下部の剌突列とコンパス文的波状文は弘源寺貝塚第4群土器 1 B類

（佐藤ほか1986)、 冑宮西遺跡第1II群第1類C種（芳賀ほか1984)に相当し、 大木2 a式とされて

いる。 さらに、 5は上位 に文様帯を有し、 「宮田第1II群土器」の「幾何学的文様」である大きな山形文

と小さな山形文の組み合わせを平行沈線で描いている。 これを「施文工具による文様の置換」 と理解

し、「宮田第1II群」に後続するものとすることができよう。 4も平行沈線と剌突列が施され、 大木2 a 

式に含まれるものである。

また、 帯状の点状文様（瘤状貼付文類似）をもつ 81は口縁部という施文部位も特異であり、 類例を知

らない。 だが、 胴部括れ部の帯状の瘤状貼付文は宮田貝塚にあり、 この影響下に成立したものと考えられ

る。 この帯状の瘤状貼付文を鈴木素行は「森東］式」として「関山1I式」に並行させている（鈴木1996).

当土器群には「森東式」のひとつの類型とされる「相互刺突文」の土器は認められない（注4)。 7の集合

角状突起は関山Il式にあるものであり、 6 · 108 も地文上に文様を描く点で関山式・森東式からの影響を

認めることができる（注5) o

これらの土器群を総合的にみると、 時間幅の問題があるが、 「宮田第1II群土器」の中でも新しい段

階にあたり、 大木2 a式に近い位猶にあると考えられる。 また、 組紐文や異節斜縄文が多いことや

7 • 81等の土器の存在から、 森東1式、 関山II式に一 部併行関係にあるものと言える。

しかしながら、 当該期は様々な地域差があり、 変遷過程も地域的に異なることも考えられる 一方、

地域ごとの特徴は関係性が強く、 安易な段階設定を許さない複雑な状況にある。 このことから、 各地

域において編年を組み立て、 その比較から型式としてまとめて行く必要があり、 今後、 本遺跡の土器

群も当地域の重要な資料となっていくものと考えられる。

2. 骨角器について

今回、 9点の骨角器が出土した。 釣針が1点含まれている。 浜通り地方の前期の釣針としては、 弘

源寺貝塚。郡山貝塚（大竹ほか1990) ·宮田貝塚から出士しており、 釣漁が技術的に保持されていた

ことは確実である。 しかしながら、 本遺跡の貝層資料からは、 釣漁対象の魚類は少ない。 また、 シカ

中手中足骨製のヤスが宮田貝塚等で出土しているが、 当遺跡では出土しなかった。 刺突具 はエイの尾

棘製のみである。 その他は棒状製品である。

浜通り地方での前期段階の骨角器をみると、 いずれの遺跡も多いものとは言えず 、 当遺跡と同様で

ある。 弘源寺貝塚が比較的多くの釣針が出土し、 サイズにバラエティがあることが認められるが、 宮
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田貝塚出土例にも大形のものがある。 漁労具としての骨角器では共通性が高い。 このことはいずれの

遺跡も外洋性の魚類が含まれるが、 主体とはならない点と対応するものと考えられる。

3. 貝層について

動物遺存体の詳細な検討は第4章に既に掲載してあるので、 ここでは概略を記しておきたい。

貝類は内湾の砂泥質干潟のイボキサゴが中心である。 他に湾奥泥質干潟から岩礁域までの貝類が認

められる。

魚類はカタクチイワシなどの外洋沿岸～内湾表層域に生息する小形魚、 ならびに内湾浅海域の藻場

等に生息するフサカサゴ科等の幼魚類が多量に出土していることが大きな特徴である。 大形魚は、 ス

ズキ、 ヒラメ 、 カレイなどの内湾のものが多いが、 フグの多産が認められる。 また、 カツオなどの外

洋に生息する魚類は多くはない。 これらのことから、 本遺跡の漁労は内湾を中心として展開されたこ

とが指摘され、 また加賀後貝塚（）1|田 ・ 山崎2001)や郡山貝塚との共通点も多い。

鳥獣類は、 魚類に比較し、 量的に多くはなく、 これも先の2遺跡と共通した特徴である。

このように、 本報告の詳細なデ ー タから相双地方の前期段階の貝塚の類型を示すことができたと言

える。 しかしながら、 ほぼ同時期の郡山貝塚 ・ 弘源寺貝塚•宮田貝塚・加賀後貝塚 ・ 片草貝塚（竹島

1975)などはプロック状に貝層が確認されるだけであり、 貝層の広がりは本遺跡ほど無いものと考え

られる。 本遺跡では、 第1地点（北原西貝塚）で面的な広がりを持つ貝層が確認された他、 表面調査

で2箇所にわたり比較的大きな貝層が認められている。

また、 本遺跡に隣接して、 長期間にわたる貝層・集落が確認される浦尻貝塚（日下部ほか1971等）

がある。 本遺跡の遺構は第2地点の小穴群しか確認されていないが、 貝層の面的な広がりから、 浦尻

貝塚に先行した拠点的な集落が存在した可能性も指摘できよう。

そして、 当遺跡の貝層資料は、 前期段階の共時的な分析を進める上でも重要であるが、 近年調査を

進めている浦尻貝塚とあわせ、 通時的な資料としての意味は極めて重要である。 両遺跡は、 ほぼ同一

の立地条件にあり、 浦尻貝塚では前期末～晩期中薬に至る各時期の貝層資料が採取されている。 本資

料とあわせて、 当地区の時期毎の比較検討が可能となったと言えよう。 このことについては、 現在整

理調査中である浦尻貝塚調査報告書の中で反映させていきたいと考えている。

このように、 今回提示した当遺跡の資料は、 個々の重要性も認められるが、 浦尻貝塚等を含めた遺

跡群としての意義が大きいことも指摘できよう。

注1 :その後の研究の中では、 「宮田第m群（宮田m群）」という名称は、 花積下層式以後大木2 a 式以前の時

間幅の土器群を指す場合（鈴鹿1999等）と宮田貝塚の報告の中で分類された士器の中でもル ー プ文や

刺突文で幾何学的文様を持つもの、 またはル ー プ文等を磨り消して文様帯を構成する特徴的な土器に対

して用いる場合（吉田1995等）がある。 ここでは、 当初分類された前期前半の土器群として「宮田第

m群土器」の名称を用いることとする 。

注2 ；原体長については 、 時期的な差を示す要素であると考えられるが、 資料数の問題から有効ではないと思
われ、 分類しなかった。 当資料では、 全体的には原体長の長いものが多い。

注3 :ル ー プ文が羽状構成を呈するもの (36) ・結節縄文 (63) の存在もより新しい要素であると言えるC

注4:「縦位の短沈線」は、 宮田貝塚や加賀後貝塚から出土例がある。

注5 : 7は胎土に海綿状骨針が含まれず、 搬入品の可能性がある。
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表17- 1 出土土器観察表

図版 調査 出土地 注記層名 整理後層名 分類種別 文様 含有物 備考
No. 地点 点

外面：ヘフ状工具の押し引き刺突による菱形文上下区画c 地
I I 4区 II · II下1 JI層下層 11-1 文多段ル ー プ文(RL'I)重畳 。 内面：ミガキc 緩やかな波状 絨維

口縁、 波底部に小突起あり。 口縁平姐．

2 I ]] ]I層 II -1 外面，半戟竹管の剌突（爪形文）による波状文（蕨手文） ？内 繊維•海綿状骨針
3 · 10 4と

面：ミガキ。 ゆるい波状口緑、 丸素緑。 同 一 個体

3 1 5区 II II層 II - l 外面：半戟竹管の刺突（爪形文）による波状文（蕨手文） ？L 繊維•海綿状骨針
2 · 104と

R·RL羽状縄文。 内面：ミガキ。 同 一 個体
4 1 5区 II II層 TI- I 外面：半祓竹管による平行沈線文、刺突文。 内面．ミガキ， 繊維•海綿状骨針

外面：先端ー股工具による刺突と沈線によるコンパス文（波
5 l 5区 II rr層 II- 1 状文）を多段全面施文。 口頸部、2本単位のエ具による山形 繊維•海綿状骨針

（菱形）文。 内面・ナデ．
外面：LR·RL？羽状縄文（菱形構成）一竹管による山形

6 I 5区 11下1 11層下層 II- 1 文（ 一部2段になり菱形化） 。 口縁外面ならびに上端の 一部 繊維•海綿状骨針
に刻み。 口縁内そぎ状 。 内面：ミガキ．
外面：口縁外面刺突 。 斜位方向の多段ル ー プ文＋〇段多条

7 1 3区 n下1 TI屈下層 !I - I L。 内面，ミガキ。 口縁内そぎ状。 角状集合突起。 内面；ミ 繊維・金雲母
ガキ

8 1 5区 nス n層 II -1 外面．ヘラ状工具による刺突c 内面：ミガキ。 練維
， l S3 rr 11層 11-2 a 外面：RL縄文。 内面，ミガキ， 山形口縁 ， 丸素縁。 繊維•海綿状骨針

10 I 4区 ll下1 且層下層 II-2 a 外面：RL縄文。 内面．ミガキ。 口縁丸素縁。 祓維

11 I 5区 II II層 II-2 a 外面：LR縄文？ （摩滅激しい）。 内面：ミガキ 。 口縁丸素 繊維縁。

12 1 4区 II下1 l]層下層 II-2 a 外面；LR縄文？ （摩滅激しい） 。 内面．ミガキ。 口縁丸素 繊維•海綿状骨針縁。

13 ］ 5区 II n層 ll-2a 外面： 0段多条L。 内面・ナデ。 口縁丸素縁。 繊維•海綿状骨針
\4 1 II n層 II- 2a 外面：RL縄文。 内面：ミガキ、 口縁丸素縁。 繊維•海綿状骨針
\5 l 4区 4I[下］ ll層下層 Il-2a 外面：LR縄文。 内而：ナデ． 繊維•海綿状骨針
\6 ·1 5区 II n層 II-2 a 外面： 0段多条L, 内面：ミガキ。 口縁丸素緑． 繊維•海綿状骨針
17 I 4区 I[下l II層下層 Il-2 c 外面：ル ー ブ文？ ＋無節L縄文。 内面；ナデ。 口縁丸素緑． 繊維•海綿状骨針
18 I S5 II II層 I[ -2 C 外面：）レ ー プ文？十RL縄文． 内面：ミガキ， 繊維•海綿状骨針
19 1 5区 n下］ II層下層 Jl-2 C 外面：ルー ブ文？十0段多条R 。 内面：ナデe 繊維

20 I S6 II n層 I!-2 c 外面：ル ー プ文？十RL縄文疇 内面．ナデ。 繊維
21 I 5区 Il ll層 IT- 2 c 外面．RL)レ ー プ（結束）縄文？内而．ナギ。 繊維•海綿状骨針
22 l 5区 II [1層 Il-2 c 外面：0段多条Lル ー ブ（結束）縄文？内面：ミガキ。 繊維•海綿状骨針
23 I 4区 II II層 II -2 c 外面；ル ー プ文十0段多粂R 。 内面：ミガキ。 繊維•海綿状骨針
24 I S5 IT 11層 11 -2 a 外面.RL縄文 。 内面．ナデ 線維
25 1 1区 lI II層 II - 2 a 外面，0段多条L 。 内面；ミガキ。 絨維
26 I 5区 Il [I層 rr-2a 外面： 0段多条L。 内面：ミガキ。 繊維
27 1 II ll層 11-2 bl 外面；LR·RL結束羽状縄文。 内面：ナデ。 口縁平坦。 繊維•海綿状骨針

28 l 1I ll層 II-2 bl 外面：LR· 0段多条R結束羽状縄文 。 内面：ミガキ。 波状口 繊維•海綿状骨針縁平坦 。

29 l 5区 ll II層 II-2 b I 外面：0段多条R·L結束羽状縄文 。 内面：ミガキ。 菱形構 繊維•海綿状骨針成。 口縁平坦。

30 I 5区 JI JI層 II-2 b I 外面：LR·RL結束羽状縄文。 内面：ミガキ。 山形口縁 、

繊維•海綿状骨針丸素縁。
31 I 5区 ll.下l I[層下層 Il-2bl 外面 LR·RL結束羽状縄文， 内面：ナデ。 口縁丸素縁， 絨維
32 I 3区 II下I II層下層 Il-2 c 外面・ル ー プ文十RL縄文。 内面ミガキ。 口縁丸素縁。 繊維•海綿状骨針
33 1 ］区 Il II層 Il-2 c 外面：ル ー プ文+LR縄文。 内面：ミガキ。 口縁平坦。 繊維

34 I S6 II II層 Il-2 c 外面：ル ー プ文十RL縄文（重畳）、一部磨り消し。 内面：
ナデ。

繊維

35 I 4区 ll Il層 []-2 C 外面：LR·RL結束羽状縄文｀ ル ー プ文＋RL縄文。 内面ミ
繊維•海綿状骨針ガキ。

36 l 3区 II下l II層下層 11- 2 C 外面：ル ー プ文十LR縄文・ル ー プ文十RL縄文の羽状施
繊維•海綿状骨針文。 内面．ナデ。

37 1 rr 11層 lI-2 b2 外面：LR縄文多段施文、 RL縄文多段施文（羽状構成） 。
祓維•海綿状骨針内面；ミガキ。

38 I Il JI層 Il-2 b 1 外面：LR·RL結束羽状縄文。 内面：ミガキ。 線維•海綿状骨針
39 l Il ll層 JI-2 bl 外面：LR·RL結束羽状縄文． 内面・粗いヘラナデ。 繊維•海綿状骨針
40 1 5区 Il 11層 11-2 b I 外面：LR·RL結束羽状縄文。 内而．ナデ。 繊維•海綿状骨針
41 l 5区 n Il層 II-2 b 1 外面：LR·RL結束羽状縄文。 内面：ミガキu 繊維•海綿状骨針
42 I II Il層 ]]-2 b 1 外面：LR·RL結束羽状縄文。 内面：ナデ。 繊維
43 1 Il II層 ll-2 b 1 外面：LR·RL結束羽状縄文。 内面：ミガキ< 桟維
44 1 1区 Il 11層 II-2 bl 外面：LR·RL結束羽状縄文， 菱形構成， 内面：ナデ． 楳維
45 1 S5 rr II層 Il-2 b I 外面：LR·RL結束荊状縄文 ． 内面．ミガキ． 繊維•海綿状骨針
46 1 ll II層 II-2 b 1 外面： 0段多条R·RL結束羽状縄文。 内面：ナデ。 繊維
47 1 4区 n下］ n層下層 ll-2 b 1 外面．LR·RL結束羽状縄文 。 内面：ミガキ 。 繊維•海綿状骨針
48 1 1区 n lI層 Il-2bl 外面 無節L·RL結束羽状縄文 。 内面：ナデ。 練維
49 I 5区 JI下1 n層下層 [1-2 b 1 外面．LR·RL結束羽状縄文． 内面：ミガキ。 繊維•海綿状骨針
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表17- 2 出土土器観察表

調査 出土地
注記層名 整理後層名

地点 9占9,、
I 5区 II n 層

I 5区 II II層

l 5区 II II層

I 5区 II II層

l II ll層

I 1区 II II層

l S5 11 ]J層

I s :l n II層

I 5区 JI 1]層

1 JI !]層

I S3 If rr 層

I 4区 I[ ll層

1 S5 rr II層

1 5区 II ll屈

I 3区 11下1 rr 層下層

I 4区 ll下l rr 層下層

l 2区 Il下1 !I層下層

l 3区 JI下l I層下層

I 東西 B-C Il層

I S6 JI 11層

I JI II層

l 東西 D II層(D層）

） 5区 II下1 II層下層

I II II層

I 4区 11下1 II層下層

J 5区 II lI履

I 4区 II 11層

I S5 II 

1 3区 Il lI層

I 東西 D II層(D層）

I 5区 JI II層

1 4~5区 II ·  II下2 ll1層上面

1 4区 II下2 llI層上面

I 4区 II下2 皿層上面

I 2区 II下］ ・ 下2
11層下層・
頂層上面

I 3区 II下2 罰層上面

I 2区 II下2 l11層上面

1 2区 p I III層上面

I 4区 I1下2 l11層上面

l 4区 ll下2 皿層上面

1 3~4区 SK O I II[層

1 4区 rr 下2 m 層上面

1 2区 ll下2 皿層上面

I 4区 ll下2 皿層上面

1 2区 p 1 皿層

1 4区 n 下2 l[層上面

I 4区 II下2 皿層上面

: 2区 pl 皿層

I 2区 l]下2 皿層上面

I 1区 11下2 ll1層上面

I 4区 11下2 ill層上面

l 4区 II下2 皿層上面

I 皿 III層

I 1~3区 m 皿層

分類種別 文様 含有物 備考

]] -2 b 1 外面：LR ·RL結束羽状縄文。 内面：ミガキ。 椒維•海綿状骨針

[l-2 b I 外面：LR ·RL結束羽状縄文， 内面．ナデ， 椒維•海綿状骨針

IJ-2 bl 外面：0段多条L ·RL結束羽状縄文。 内面 ミガキ。 繊維•海綿状骨針

11-2 b2 外面：LR ·RL羽状縄文a 内面：ミガキ。 口縁平坦． 絨維

Il-2 b 2 外面：LR ·RL羽状縄文？内而：ミガキ． 繊維

ll-2 b2 外面：LR ·RL羽状縄文。 内面：ミガキ． 練維•海綿状骨針

_[[-2 b 2 外面：LR ·RL羽状縄文． 内面：ナデ。 絨維•海綿状骨針

II-2 b 2 外面：LR ·RL荊状縄文。 菱形施文． 内面：ナデ． 祓維

II-2a 外面 L無節縄文。 内面，ミガキ。 繊維•海綿状骨針

II-2 b2 外面．LR ·RL羽状縄文。 内面・ミガキ。 練維•海綿状骨針

11-2 b2 外面：0段多条L ·R羽状縄文。 菱形施文。 内面：ミガキ， 繊維•海綿状骨針

]] -2 b 2 外面．0段多粂L ·R羽状縄文。 菱形構成。 内面：ミガキ。 繊維•海綿状骨針

IJ-2 f 外面：ミガキ。 内面：ミガキ。 口縁平坦。 繊維•海綿状骨針

Il-2 f 外面：RL結節縄文． 内面：ミガキ。 繊維•海綿状骨針

Il-2 d 外面：組紐文。 内面：ナデ。 口縁丸素緑。

繊維•海綿状骨
針・角閃石

II-2 e 外面：異節斜縄文。 内面：ナデ。 口縁平坦， 繊維•海綿状骨針

Il-2 e 外面．異節斜縄文。 内面：ナデ。 口緑丸素緑。 繊維

JI -2 e 外面：異節斜縄文。 内面：ミガキ。 口緑丸素縁。 繊維•海綿状骨針

Il-2e 外面：異節斜縄文。 内面ミガキ。 繊維•海綿状骨針

II-2e 外面：異節斜縄文。 内面・ナデ。 繊維•海綿状骨針

II-2e 外面．異節斜縄文。 内而・ナデ． 繊維•海綿状骨針

ll-2e 外面：異節斜縄文。 内面・ミガキ、》 繊維

II-2e 外面：異節斜縄文。 内面：ミガキ、 繊維•海綿状骨針

IT-2 d 外面：組紐文。 内面：ナデ。 絨維•海綿状骨針

Il-2 d 外面：組紐文。 内面・ミガキ． 殺維

ll-2 b 2 外面：0段多条L ·R羽状縄文？内面・ミガキ。 絨維•海綿状骨針

Il-2 f 外面・附加粂2種？内面：ナデ。 繊維•海綿状骨針

I 外面：条痕＋剌突。 内面：条痕 繊維

I 外面：円形竹管文。 ヘラ描沈線文。 内面：粂痕、： 繊維

Il-1 胴部外面；下端ヘフ状工具による押し引き文(2条）区画。

繊維•海綿状骨針RL縄文？底部外面：押し引き文。 内面 ナデ
胴部外面：RL縄文＋）レ ー プ文2段（幅狭(l. 5cm)) 。 底

II-2 c 部外面：RL縄文？ （摩滅激しい）。 内面：ナデ。 一部ミガ 繊維•海綿状骨針
キ。

外面：口緑半祓竹管の押し引き文（爪形文） 1 粂、 点状文様
lI - I 3列、 ルー プ文十0段多条R. Jレ ー プRし縄文を羽状施文。 菱 椒維•海綿状骨針

形構成。 内面：ミガキ。 口縁平担 ．

Il-1 外面；ヘラ状工具による押引刺突文， LR縄文， 内面：ミガ
繊維•海綿状骨針

キ。

II-1 外面．円形竹管文． 内而：ナデu 口縁端ややくぽむ。 繊維

II-2 d 外面 組紐文、 内面ミガキ。 口縁丸素縁． 繊維

II-2 c 外而．ル ー プ文＋RL縄文。 内面ミガキ。 口縁平坦。 絨維•海綿状骨針

Il-2 a 外面：RL縄文。 内面：ナデ。 繊維•海綿状骨針

JI-2 a 外面：LR縄文。 内面：ナデ． 口縁平坦。 繊維•海綿状骨針

II-2 f 外面；異粂斜縄文直前段合撚R （しR · R L) 。 内面：ミガ
繊維•海綿状骨針キ。 口縁平坦。

Il-2 c 外面：）レ ー プ文十LR縄文？内而：ミガキ。 山形突起。 口縁
繊維•海綿状骨針

平j•日 。

II-2 b 1 
外面； Rし • L結束羽状縄文＋別原体RL縄文。 内面・ミガ

線維•海綿状骨針
キ。

!1-2 b I 外面：LR · R L結束羽状縄文。 内面・ナデ。 繊維•海綿状骨針 補修孔有

II-2 b I 外面：LR ·RL結束羽状縄文c 内面．ミガキ。 練維

ll-2 b 1 外面：0段多粂L ·R結束羽状縄文C 内面：ミガキ。 繊維•海綿状骨針

[l-2 C 外面：ル ー プ文(0段多条R)多段。 内面：ミガキ． 繊維•海綿状骨針

II-2 c 外面：ル ー ブ文＋RL縄文。 内面 ミガキ。 繊維•海綿状骨針

11-2 c 外面：ル ー ブ側面圧痕文(RL)。 内面：ミガキ。 絨維•海綿状骨針

Il-2 d 外面：組紐文。 内面：ミガキ。 繊維•海綿状骨針

II-2 d 外面：組紐文。 内面：ナデ。 繊維•海綿状骨針

II-2 e 外面：異節斜状縄文。 内面 ナデ。 繊維•海綿状骨針

II-2e 外面：異節斜状縄文。 内面：ミガキ。 綾維•海綿状骨針

Il-2 b2 外面： 0段多条L ·R羽状縄文。 菱形構成。 内面：ミガキ， 繊維•海綿状骨針

11-2 C 外面：ル ー プ文(RL)多段十0段多条R. 口緑平坦。 繊維•海綿状骨針
I -1 外而：貝殻腹緑圧痕文． 内面：ナデ．
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表17- 3 出土土器観察表

図版 調査 出土地
注記層名 整理後層名 分類種別 文様 含有物 備考

No. 地点 点9,、

104 1 一括 l屑 [l-］ 外面：半祓竹管の刺突（爪形文）による波状文（蕨手文） ？内
殺維

2 · 3と同
面．ミガキ。 ゆるい波状口縁 、 丸素縁。 一個体

105 1 一括 1層 II-1 外面：半戟竹管による刺突文全面施文。 山形突起。 内面・ミ
繊維•海綿状骨針

ガキ。

106 I 一括 I層 II-1 外面：半催竹管による刺突列。 内面：ナデ。 口縁丸素縁 繊維•海綿状骨針

107 I 一括 1層 JI - 1 外面：半戟竹管による剌突文沈線区画 。 f9形竹管文。 内面：
繊維•海綿状骨針

ミガキ

108 I 一括 1層 II - J 外面：半戟竹管による山形文？ル ー プ文(LR)多段施文u
繊維•海綿状骨針

内面・ミガキ。

109 1 一括 ［層 Il-2 c 外面：ル ー プ文(RL). 0段多条R ·L羽状縄文。 菱形構
繊維•海綿状骨針

成。 内面ミガキ。 口縁丸素縁。
110 I 一括 1層 II- 2 a 外面：LR縄文。 内面ナデ。 口縁丸素縁。 繊維•海綿状骨針

111 I 一括 I層 II -2 a 外面• O段多粂L。 内面．ナデ。 口縁丸素縁． 繊維•海綿状骨針 補修孔有

112 I 一括 1層 U-2a 外面•LR縄文。 内面：ナデ． 口緑丸素縁。 楳維•海綿状骨針

113 1 一括 1層 U -2a 外面・無節L縄文。 一部結束か？内面ミガキ。 口縁丸素縁。 絨維•海綿状骨針

114 I 一括 1層 II- 2 a 外面：無節R縄文。 内面：ミガキ。 口縁平坦。 繊維•海綿状骨針

115 1 一括 1層 Il-2 c 外面：ル ープ文＋無節R縄文。 内面ナデ。 口縁丸素縁。 練維

116 ］ 一括 l層 [1 -2e 外面：異節斜状縄文。 内面・ミガキ。 口縁平坦。 級維•海綿状骨針

117 1 一括 ［層 ]J-2t 外面：LR結節縄文。 内面・ミガキ， 口縁平坦。 棋維

118 l 一括 1層 [I -2a 外面：RL縄文。 内面：ナデ。 口縁平坦。 繊維

119 I 一括 I層 Il-2 c 外面：ル ー プ文十LR縄文？内面：ミガキ。 口緑丸素縁。 棋維•海綿状骨針

120 I 一括 I層 ]1-2 f 外面・ナデ。 内面：ナデ。 口縁丸素縁。 練維•海綿状骨針

121 I 一括 1層 II-2b2 外面，LR ·RL羽状縄文。 菱形施文。 内面：ナデ． 絨維•海綿状骨針

122 I 一括 1層 II-2 b l 外而•LR ·RL結束羽状縄文。 内面 ・ミガキ． 繊維•海綿状骨針

123 I 一括 l層 II-2 b 1 外面，0段多条L · R結束羽状縄文。 内面・ミガキ． 祓維

124 1 l 1層 Il-2 b 2 外面：0段多粂L · R羽状縄文。 内面ミガキ。 繊維•海綿状骨針

125 I 一括 1層 Il-2 c 外面：ループ文十0段多条R。 内面，ナデ 繊維•海綿状骨針

126 1 一括 ]恩 Il-2 c: 外面：ル ープ文+o段多条L。 内而：ナデ． 線維•海綿状骨針

127 I 一括 ］層 Il-2a, 外面： 0段多条R。 内面・ミガキ， 繊維•海綿状骨針

128 I 一括 l層 Il-2 c: 外面：ル ー プ文十RL縄文。 内面・ミガキ． 繊維•海綿状骨針

129 I l l層 1I -2 C: 外面：ル ープ文十0段多条R。 内面：ナデ。 繊維

130 1 一括 l層 II -2 c: 外面：ル ー プ文＋〇段多条R ？内面：ミガキ。 練維•海綿状骨針

154 2 P3 p 1-2 外面：沈線による山形文？口緑端竹管による刺突。 内面：半
繊維•海綿状骨針戟竹管による押し引き状の刺突。 ナデ。

155 2 Pl l p [1-l 外面：半戟竹管による刺突一沈線。 蕨手文？内面・ミガキ。
繊維•海綿状骨針ロ縁内そぎ状。

156 2 P 1 2 p JI -2 f 外面：ナデっ 内面：ナデ． 口縁丸素縁、 外側にやや摘み出さ
絨維•海綿状骨針れる。

157 2 P 1 3 p II-2a 外面：RL縄文。 内面・ミガキc 繊維•海綿状骨針

158 2 P 5 p I -2 外面：RL縄文？内面・条痕 繊維•海綿状骨針

159 2 Pl 2 p II-2 b I 外面：LR · RL結束羽状縄文。 内面：ミガキ． 繊維•海綿状骨針

160 2 P3 p ]1-2 b l 外面：LR ·RL結束羽状縄文。 菱形構成。 内面：ミガキ。 繊維•海綿状骨針

161 2 P3 p II - 2 f 外面：RL結節縄文。 内面：ミガキ
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表18 出土石器土製品観察表

No. 地点名 層名 種別 現存長 最大幅 最大厚 備考
(cm) (cm) (cm) 

131 4区 -10 石鏃 1. 7 1. 3 0.3 珪質頁岩製
132 1区 Il 石匙 4.5 2.8 0.8 珪質頁岩製
133 一括 石皿 23. 7 20. 5 5. 5 砂岩？製
152 1区 II 土偶 3. 1 3.3 0. 7
153 I 土偶 3.5 2.9 0. 7

表19 出土骨角器観察表

No. 地点名 層名 種別 材質 現存長 最大幅 最大厚
(cm) (mm) (mm) 

134 3区 II 釣針 鹿角 1. 4 5.8 4. 1
135 東西 II 釣針？ ？ 2.5 5.0 4.8 
136 II 棒状製品 鹿角 4. 7 6.2 
137 2区 II下1 棒状製品 鹿角 3.4 6.5 
138 5区 -5 棒状製品 シカ中手・中足骨 4.5 5.8 
139 5区 II 棒状製品 シカ中手 ・ 中足骨 2. 7 6. 1
140 3区 II 棒状製品 ？ 2.8 4.3 
141 4区 -5 棒状製品 ？ 2.4 4.3 
142 4区 -5 刺突具 エイ尾棘 3.3 5. 7 2.2 

表20 出土貝製品観察表

No. 地点名 層名 種別 貝種 殻長 殻尚
(cm) (cm) 

143 2区 II下2 貝輪未製品 アカガイ 9.5 6.9 
144 3区 -5 貝輪未製品 アカガイ 8. 9~
145 4区 II下1 貝刃 ハマグリ 7.8 5. 7
146 2区 Il 貝刃 ハマグリ 8.4~ 5. 7
147 東西 C 貝刃 ハマグリ 6. 8 5.6 
148 I 貝刃 ハマグリ 6.9 5.4 
149 I 貝刃 ハマグリ 6. 4 ~ 5.6 
150 3区 II 貝刃 ハマグリ 6.3 4.9 
151 2区 II 貝刃 ハマグリ 6.9~ 
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貝

類

(1) 

貝 類( 1 )
1. クボガイ属 2 . イシダタミ 3 . チグサガイ？ 4 . イホキサゴ 5 . スガイ 6 . カニモリガイ 7. ウミニナ 8. ホソウミニナ

9 . ツメタガイ 10. ア ダムスタマガイ 11. カゴメガイ 12. ア カニシ 13. エ ゾチヂミポラ 14. レイシガイ 15. イポニシ

16. エ ゾタマキガイ 17. アズマニシキ 18. マガキ 19. バ カガイ 20. シオフキ 21. ウ バガイ 22. ナガウ バガイ 23. ミルクイ
24． クチバガイ 2 、 6 、 7、 8 、 11、 24: X 1 他：X2/3
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貝

類

(2) 

貝 類(2)
1. ヒメシラトリ 2. ハ ザクラ？ 3 . ムラサキガイ 4. イソシジミ属 5. マテガイ 6. ヤマトシジミ 7. カガミガイ

8. アサリ 9. コ タマガイ 10. ウチムラサキ 11. ハマグリ 12. オキシジミ 13. オオノガイ 14. ニオガイ

1 、 2 、 3 、 4右、 1 4 : X 1 他： X2/3
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類

(1) 

魚 類(1 )
アカエイ科（ 1 . 歯） トピエイ科（2. 歯）板鯉亜網( 3~5. 椎骨）ウナギ（ 6. 角骨L 7. 方骨R 8 . 舌顎骨R 9 . 腹椎 1 0. 尾椎）
アナゴ科(1 1 · 1 2. 腹椎 1 3. 尾椎）マイワシ(14. 角骨R 1 5. 第1椎骨 1 6. 第 2椎骨）サッパ(1 7. 第 1 椎骨）コノシロ(1 8. 方骨R
1 9. 第1椎骨 20. 第 2椎骨）ニシン科(21 . 腹椎 22. 尾椎）カタクチイワシ(23. 角骨L 24. 第1椎骨 25. 腹椎 26. 尾椎）

ウグイ (27. 咽頭骨R)コイ科(28. 歯骨R29. 咽頭骨L 30. 第 1 椎骨 31 . 腹椎 32. 尾椎）アユ（3.3． 腹椎）

エゾイソアイナメ類似種（34. 腹椎）サヨリ属（35. 腹椎 36. 尾椎）ダツ科(37. 尾椎）フサカサゴ科（38. 主上顎骨L 39. 前上顎骨L
40. 角骨L 41. 方骨L 42. 舌顎骨L 43. 第1椎骨 44~46. 腹椎 47 · 48. 尾椎） 無印：X 1 0: X 2 △ :X4 □ :X6 
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類

(2) 

魚 類(2)
ホウボウ科（I · 2. 尾椎）コチ科（3 . 主上顎骨R 4 . 口蓋骨R 5 . 歯骨L 6. 方骨R 7 . 前鯉蓋骨R 8 . 第1椎骨 9 . 腹椎
10. 尾椎）アイナメ属(11. 主上顎骨L 12. 前上顎骨L 13. 口蓋骨R 14. 歯骨R 15. 角骨R 16. 舌顎骨L 17 . 方骨R
18. 第1椎骨 19. 腹椎 20. 尾椎）スズキ(21. 主上顎骨L 22. 前上顎骨L 23. 口蓋骨R 24 . 歯骨L 25. 角骨R 26. 方骨R
切． 舌顎骨L 28. 前鯉蓋骨R 29. 擬鎖骨L 30. 主甥蓋骨L 31. 第1椎骨 32. 腹椎 33. 尾椎）キス属（34. 尾椎）
ムツ属（35. 第1椎骨 36 · 37. 腹椎 38 · 39. 尾椎） 無印：Xl Q:X2 △ :X4 □ :X6 
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類

(3) 

魚 類( 3 )
マアジ？ （1. 主上顎骨R 2 . 前上顎骨L 3 . 歯骨R 4. 第1椎骨 5 . 腹椎 6 · 7 . 尾椎）プリ属（8 . 腹椎 9 . 尾椎）

コショウダイ属(10 . 前上顎骨R)ヘダイ (11. 方骨R)クロダイ属(12. 主上顎骨R 13. 前上顎骨L 14. 口蓋骨R 15. 歯骨L
16. 角骨L 17. 方骨R)マダイ (18. 前頭骨 19. 上後頭骨 20. 前上顎骨R 21. 歯骨R 22. 口蓋骨R 23. 方骨R)
タイ科（24. 前鰊蓋骨R 25. 第1椎骨 26. 腹椎 勿． 尾椎）ウミタナゴ科(28. 主上顎骨L 29. 歯骨R 30. 方骨L 31. 第1椎骨
32. 腹椎 33. 尾椎）ポラ科（34. 主上顎骨R 35. 前上顎骨R 36. 角骨L 印． 方骨R 38. 舌顎骨R 39. 主甥蓋骨L 40. 第1椎骨
41. 腹椎 42. 尾椎 43. 涙骨L) 無印： Xl Q:X2 △ :X4 口： X6
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類

(4) 

魚 類( 4 )
ニシキギンポ科（ 1. 尾椎）ハゼ科（2 , 主上顎骨L 3 . 前上顎骨R 4 . 歯骨L 5 . 角骨L 6 . 方骨R 7 . 主鯉蓋骨R
8 , 第1椎骨 9 , 腹椎 10, 尾椎）アイゴ属(11. 第1椎骨）カマス属(12. 腹椎 13, 尾椎）サバ属（］4, 第1椎骨 15. 腹椎
16, 尾椎）ソウダガツオ属(17. 腹椎 18, 尾椎）カツオ(19, 歯骨L 20. 方骨R 21 · 22. 腹椎 23~26. 尾椎 刃． 尾鰭椎骨）
マグロ属（28, 腹椎）ヒラメ科（29, 主上顎骨R 30. 角骨L 31. 擬鎖骨R 32. 第1椎骨 33, 腹椎 34, 尾椎）イシガレイ （35, 鱗）

カレイ科(36. 主上顎骨R 3 7. 前上顎骨L 38. 前上顎骨R 39 . 口蓋骨L 40. 歯骨R 41. 角骨R 42. 方骨L 43. 方骨R
44, 舌顎骨R 45. 第1椎骨 46. 腹椎 47, 尾椎） 無印： Xl Q: x2 △ :X4 □ :X6 
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類

(5) 

魚 類 ( 5 )
ササウシノシタ亜目（ 1 . 舌顎骨R 2 . 尾椎）カワハギ科（3. 背鰭棘）フグ科（4. 主上顎骨し 5 · 6 . 前上顎骨L 7. 口蓋骨L
8 · 9. 歯骨L 10. 角骨し 11. 方骨R 12. 舌顎骨R 13. 主鯉蓋骨L 14. 腹椎 15. 尾椎） トウゴロウイワシ科？ （16. 腹椎）
ベラ科？ （17. 尾椎） カワハギ科？ （18. 腹椎） 未同定B (19 · 20. 尾椎）未同定C (21. 腹椎） 未同定D (22 · 23. 尾椎）

未同定E (24 · 25. 尾椎） 無印：Xl Q: X2 △ :X4 □ :X6 ※16: X 8 、 19 · 20 · 21 : X 12 
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爬虫類・鳥類・哺乳類
ヘピ類（1 .椎骨）カイップリ科（2 .中足骨R)カモ類（3 . 烏口骨R 4.肩甲骨L 5 . 上腕骨L 6 . 上腕骨L 7. 撓骨R
8 .中手骨R 9 .腔骨R 10.腔骨R)キジ属(11. 烏口骨L 12. 尺骨L 13.中手骨L)カラス属(14.腔骨L)
ノウサギ(15. 上腕骨L)タヌキ(16.頚椎 17. 上顎犬歯R 18. 上顎MlR)キツネ(19 距骨R 20.下顎犬歯L 21. 下顎骨L)
イヌ(22. 下顎M 1 L 23． 下顎M2L 24． 上顎m 2 L)カワウソ(25． 上腕骨L) 海獣類？ （26． 部位不明） X1 
シカ（切． 前頭骨·角座骨(No2086)28.下顎骨L 29. 上腕骨L 30. 大腿骨L 31.腔骨L 32.中足骨L 33.距骨R 34. 踵骨R)
X 1/2 
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1. 下顎骨(No206.'3) 2. 下顎骨(No2062) 3. 軸椎 4. 肩甲骨R 5. 踵骨L X 1 /2 
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